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■
福
祉

■
農
林
業

■
観
光
・
商
工
業

■
小
中
学
校

■
保
健
・
医
療

◇
１
か
月
健
診
と
母
乳
育
児
相
談
外
来
の
助
成

◇
不
妊
・
不
育
症
治
療
へ
の
助
成

◇
妊
娠
・
出
産
を
支
援
す
る
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
妊
婦
健

診
、
訪
問
指
導
に
よ
る
子
育
て
環
境
づ
く
り
の
推
進

◇
感
染
症
予
防
の
普
及
啓
発

◇
医
師
確
保
の
た
め
の
要
請
・
連
携
の
強
化

◇
市
民
病
院
の
地
域
が
ん
診
療
病
院
の
指
定
に
向
け
た

体
制
整
備

◇
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
を
核
と
し
た

在
宅
医
療
提
供
体
制
の
推
進

◇
各
診
療
所
で
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

◇
飼
料
用
米
・
加
工
用
米
の
生
産
拡
大
を
は
じ
め
青
果

物
等
複
合
作
物
の
生
産
振
興

◇
６
次
産
業
化
の
仕
組
み
づ
く
り
と
地
場
産
品
の
売
り

込
み
強
化

◇
新
規
就
農
者
の
確
保
と
集
落
営
農
組
織
、
大
規
模
農

家
等
の
法
人
化
の
推
進

◇
優
良
繁
殖
素
牛
導
入
に
よ
る
資
質
の
優
れ
た
肉
用
子

牛
生
産
体
制
の
確
立

◇
北
秋
田
産
比
内
地
鶏
の
飼
育
羽
数
の
拡
大

◇
圃
場
整
備
と
農
地
集
積
及
び
農
業
用
施
設
の
長
寿
命

化
の
推
進

◇「
農
地
維
持
支
払
」「
資
源
向
上
支
払
」「
中
山
間
地
域
直

接
支
払
」
を
活
用
し
た
支
援

◇
森
林
経
営
計
画
策
定
の
推
進

◇
市
有
林
・
市
行
林
等
の
森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事

業
を
活
用
し
た
搬
出
間
伐

◇
事
業
拡
大
や
人
材
育
成
・
雇
用
拡
大
を
す
る
事
業
所

へ
の
支
援
と
起
業
を
応
援
す
る
制
度
の
充
実

◇
市
産
品
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
支
援

◇
観
光
物
産
協
会
の
基
盤
強
化
と
販
路
拡
大
事
業
支
援

◇
中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
利
活
用
支
援

◇（
仮
称
）
森
吉
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
築
と
ゴ
ン

ド
ラ
山
麓
駅
舎
内
の
改
修
工
事

◇
森
吉
山
の
ロ
ゴ
や
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
活
用
し
た
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

◇
熊
牧
場
と
周
辺
観
光
施
設
等
の
活
用
に
よ
る
滞
留
型

観
光
の
推
進

◇
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
と
連
携
し
た
利
用

者
拡
大
の
取
り
組
み

◇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ

し
と
観
光
情
報
の
発
信

◇
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
整
備
促
進

◇
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
の
実
施

◇
市
営
住
宅
宮
前
町
団
地
の
建
設

◇
既
存
市
営
住
宅
の
計
画
的
な
改
修
･
改
善

◇
橋
梁
改
修
と
ト
ン
ネ
ル
、
道
路
照
明
等
の
点
検

◇
生
活
道
路
の
維
持
管
理
と
通
学
路
の
環
境
整
備

◇
鷹
ノ
巣
駅
前
の
歩
行
空
間
整
備
事
業
の
推
進

◇
き
め
細
や
か
な
除
排
雪
の
強
化

◇
生
活
排
水
処
理
施
設
整
備
事
業
の
推
進
と
水
洗
化
率

の
向
上
の
た
め
の
未
加
入
世
帯
へ
の
啓
発

◇
水
道
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
よ
る
安
心
・
安
全

で
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給

◇
森
吉
合
川
地
区
統
合
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
の
推
進

◇
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
間
を
育
む
教
育
の
推
進
と

確
か
な
学
力
の
定
着

◇
教
職
員
の
指
導
力
の
向
上
と
地
域
と
共
に
歩
む
学
校

づ
く
り

◇
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
導
入
に
よ
る
子

ど
も
の
情
報
活
用
実
践
力
の
育
成

◇
小
学
校
再
編
に
よ
る
学
校
規
模
の
適
正
化

◇
地
域
を
支
え
活
動
す
る
人
材
の
育
成

◇
生
涯
学
習
の
成
果
を
生
か
し
た
市
民
と
の
協
働

◇
学
校
支
援
本
部
地
域
事
業
の
推
進

◇（
仮
称
）生
涯
学
習
交

流
施
設
の
建
設
と
市

民
と
協
働
に
よ
る
活

動
拠
点
づ
く
り

◇
視
聴
覚
機
器
の
活
用

や
最
新
の
情
報
提
供

に
よ
る
読
書
推
進
事

業
の
推
進

◇
優
れ
た
芸
術
を
親
し

む
機
会
の
提
供

◇
貴
重
な
文
化
財
の
保

護
と
活
用

◇
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
整
備

と
遺
跡
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
養
成

◇
縄
文
遺
跡
群
世
界
遺

　
産
登
録
に
向
け
た
申

　
請
準
備

◇
様
々
な
形
で
ス
ポ
ー

　
ツ
を
楽
し
む
こ
と
の

　
で
き
る
環
境
づ
く
り

　
の
推
進

◇「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」

　
金
メ
ダ
ル
獲
得
へ
向

け
た
取
り
組
み

◇
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

　
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援

と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進

◇
デ
マ
ン
ド
交
通
に
よ
る
利
便
性
の
向
上

◇
分
り
や
す
い
広
報
紙
づ
く
り
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

迅
速
か
つ
積
極
的
な
情
報
発
信

◇
秋
田
内
陸
線
利
用
促
進
の
た
め
の
沿
線
自
治
会
、
各

種
団
体
等
と
の
連
携
強
化

◇
自
主
財
源
の
確
保
、
事
務
事
業
の
精
査
と
経
費
削
減

◇
施
設
の
整
理
統
合
と
遊
休
資
産
の
売
却

◇
電
算
シ
ス
テ
ム
の
改
修
、
安
定
稼
働
と
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
確
保

◇
鷹
巣
地
区
で
の
地
籍
調
査
事
業
の
再
開

◇
公
平
・
公
正
な
税
務
行
政
の
推
進

◇
住
民
票
等
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

◇
ご
み
の
分
別
収
集
と
適
正
処
理
の
徹
底

◇
ご
み
焼
却
施
設
の
建
設

◇
新
た
な
し
尿
処
理
施
設
整
備
の
検
討

◇
交
通
事
故
や
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
社
会
づ
く
り

の
推
進

◇
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
助
言
や
情
報
提
供
、
消
費

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

◇
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
促
進

◇
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
と
出
動
の

迅
速
化

◇
消
防
団
員
の
確
保
と
分
団
の
再
編

◇
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
自
立
相
談
支
援
事
業
の
開
始

◇
障
が
い
者
の
相
談
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化

◇
保
育
士
確
保
や
民
間
保
育
所
へ
の
助
成
拡
充

◇
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
や
児
童
虐
待
防
止

◇
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
助
に
よ
る
支
え
合

い
体
制
づ
く
り
の
推
進

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
入
所
待
機
者
対
策
の
推

進
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
体
制
づ
く
り
及
び

認
知
症
対
策
の
強
化

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築

◇
中
学
生
の
医
療
費
の
完
全
無
料
化

◇
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
な
財
政
運
営

◇
が
ん
検
診
の
受
診
者
層
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

◇
健
診
の
対
象
年
齢
の
引
き
下
げ
と
健
診
内
容
の
充
実

平成27年度施政方針

■
総
務
・
防
災
・
企
画
・
財
政

■
生
活
環
境
・
防
犯
・
消
防

■
道
路
・
河
川
・
住
宅
・
上
下
水
道

■
生
涯
学
習
・
公
民
館
・
ス
ポ
ー
ツ

◇
職
員
研
修
の
拡
大
と
職
員
派
遣
の
推
進

◇
市
民
歌
の
普
及

◇「
地
域
防
災
計
画
」
の
改
訂
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
及
び
自
主
防
災
組
織
の
育
成

◇「
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定

◇
奨
学
金
返
還
支
援
助
成
制
度
の
開
始

平
成
27
年
度 

平
成
27
年
度 

施
政
方
針

施
政
方
針

▲整備中の伊勢堂岱遺跡のガイダンス施設

　新
年
度
は
「
北
秋
田
市
総
合
計
画
」
の
最
終
年
度
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
こ
れ
ま
で
の
施
策

の
分
析
と
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、「
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
盛
り
込
ま
れ
る
様
々
な
施

策
と
の
整
合
性
を
図
り
、「
次
期
総
合
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　新
年
度
の
重
点
施
策
と
し
て
は
、
昨
年
策
定
し
た
「
北
秋
田
市
定
住
促
進
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
情
報
の

発
信
や
就
業
支
援
、
移
住
者
増
加
の
取
り
組
み
や
子
育
て
支
援
の
充
実
な
ど
、
各
種
施
策
の
具
現
化
を
着
実
に

進
め
る
と
と
も
に
、
ハ
ー
ド
事
業
は
、
昨
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
あ
る
「
ま
る
ご
と
森
吉
山
観
光
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」、「
歩
行
空
間
整
備
事
業
」、「
市
営
住
宅
宮
前
町
団
地
建
設
事
業
」、「（
仮
称
）
生
涯
学
習
交
流
施

設
整
備
事
業
」、「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
見
学
環
境
整
備
事
業
」
の
ほ
か
、
大
型
事
業
と
な
る
「
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
」
に
着
手
し
ま
す
。

　財
政
に
目
を
向
け
れ
ば
、
新
年
度
か
ら
合
併
特
例
措
置
の
終
了
に
伴
う
地
方
交
付
税
の
減
額
が
始
ま
り
ま

す
。
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
人
口
減
少
に
よ
り
、
市
の
財
政
状
況
は
今
後
一
層
厳
し
く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
歳
入
に
お
い
て
は
、
市
税
を
は
じ
め
と
す
る
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
の
負

担
を
考
慮
し
な
が
ら
過
疎
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
有
利
な
起
債
発
行
に
努
め
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
行
財
政
改

革
や
行
政
評
価
の
着
実
な
推
進
に
よ
り
施
策
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
で
、
安
定
的
な
財
政
基
盤
の
維
持
・
構
築

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　項
目
別
の
主
な
施
策
と
事
業
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▲（仮称）生涯学習交流施設完成イメージ
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歳出

一般会計予算の内訳【歳入のその他の内訳】
使用料及び手数料
自動車取得税交付金
財産収入
地方特例交付金
寄附金
ゴルフ場利用税交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
繰入金
繰越金

1億8857万1千円
2480万4千円
4999万2千円
812万2千円

2千円
608万9千円
651万1千円
447万4千円
697万7千円
777万3千円
4573万円
1千円

【歳出のその他の内訳】
議会費
労働費
諸支出金
災害復旧費
予備費 

1億9603万6千円
5834万8千円
3229万3千円
3081万円
5000万円

　平
成
27
年
度
は
、
定
住
促
進
基
本
方
針
に
基
づ
き
就
業
支
援
や
奨
学
金
助
成
支
援
、
移
住

者
住
宅
支
援
な
ど
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
子
育
て
支
援
策
と
し
て
中
学
生
の
医
療
費
完
全
無

料
化
、
暮
ら
し
に
重
点
を
置
い
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
継
続
と
き
め
細
か
な
除
排
雪
な

ど
、
人
口
減
少
対
策
と
市
民
の
子
育
て
や
暮
ら
し
に
直
結
し
た
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
建
設
最
終
年
と
な
る
（
仮
称
）
生
涯
学
習
交
流
施
設
建
設
事
業
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡
見

学
環
境
整
備
事
業
、
市
営
住
宅
宮
前
町
団
地
建
設
事
業
、
中
間
年
と
な
る
ま
る
ご
と
森
吉
山
観

光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
、
歩
行
空
間
整
備
事
業
に
加
え
、
新
た
に
衛
生
環
境
の
充
実
に
向

け
た
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
市
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
事
業
な
ど
、
魅
力
・
活
力
の
創
造
に
向
け
た
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

（単位：千円）

平
成
27
年
度
は
こ
う
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

平成27年度末各種基金残高見込額 歳入項目の用語解説

国の租税から市に配分された税
市が徴収する税
事業等のための市の借入金
国・県から目的により負担金、補助
金、委託金として交付される支出金
基金、特別会計からの繰入金

地方交付税
市 税
市 債
国・県支出金

繰 入 金

歳出項目の用語解説

高齢者、障がい者、児童福祉など福
祉全般の費用
学校、各種教育施設の整備、生涯学
習、スポーツ振興などの費用
道路などの建設費用
市が事業のため借り入れたお金の返済金
ゴミ処理、がん検診などの費用
職員、庁舎管理、選挙などの費用
消防防災などの費用
農林業などの費用
商工業振興などの費用

民 生 費

教 育 費

土 木 費
公 債 費
衛 生 費
総 務 費
消 防 費
農林水産業費
商 工 費

歳入

その他
3億4904万6千円
（1.6%）

分担金及び負担金
3億4184万4千円
（1.5%）

地方譲与税
2億4402万3千円
（1.1%）

国庫支出金
25億232万5千円
（11.3%） 市債

29億
7600万円
（13.4%）

諸収入
5億1975万6千円
（2.3%）
県支出金

15億9734万円
（7.2%）

地方交付税
104億1272万

6千円
（46.8%）

地方消費税交付金
3億7146万4千円
（1.7%）

衛生費
22億8995万5千円
（10.3%）

総務費
19億3931万2千円
（8.7%）

消防費
9億3534万2千円
（4.2%）

土木費
30億

1820万5千円
（13.6%）

農林水産業費
10億13万6千円
（4.5%）

商工費
8億5082万6千円
（3.8%）

その他
3億6748万7千円
（1.7%）

公債費 
24億9279万

9千円
（11.2%）

民生費  
59億9710万 

6千円 
  （27.0%）

※水道事業会計、病院事業会計を除く。

主 な 事 業（一般会計）
地籍調査費
自治振興費
秋田内陸線観光アテンダント配置事業
秋田内陸線運営事業補助金
秋田内陸線利用高校生定期券補助金
生活バス路線運行維持事業
電算システム運用費
秋田県議会議員一般選挙費
統計調査費
社会福祉協議会補助金
生活困窮者自立支援事業
国民健康保険特別会計繰出金
介護保険特別会計繰出金
介護サービス事業特別会計繰出金
食の自立支援事業
高齢者生活援助事業（福祉の雪事業）
障害者福祉費
福祉医療給付事業費
後期高齢者医療療養給付費負担金
後期高齢者医療特別会計繰出金
臨時福祉給付金事業
児童措置費
児童福祉施設費

生活保護費
保健事業費
予防費
母子保健事業費
北秋田市上小阿仁村生活環境施設組合負担金
浄化槽設置事業
特定地域生活排水処理事業特別会計繰出金
塵芥処理費
北秋田市周辺衛生施設組合負担金
クリーンリサイクルセンター費
クリーンリサイクルセンター建設事業
簡易水道特別会計繰出金
北秋田市民病院負担金
地域医療再生事業
国民健康保険合川診療所特別会計繰出金
阿仁診療所特別会計繰出金
米内沢診療所特別会計繰出金
高齢者就業機会確保事業補助金
主食用米コスト軽減緊急対策事業費補助金
中山間地域直接支払交付金事業
経営所得安定対策推進事業費補助金
未来にアタック農業夢プラン応援事業費補助金
次世代経営６次産業化チャレンジ事業費補助金

農地中間管理機構集積協力金
農地集積加速化基盤整備事業負担金
多面的機能支払交付金
農業集落排水事業特別会計繰出金
企業誘致対策費
まるごと森吉山観光振興プロジェクト事業
道路維持費
道路新設改良事業
歩行空間整備事業
防災・安全交付金事業
住生活基本計画見直し事業
住宅リフォーム緊急支援事業補助金
市営住宅宮前町団地建設事業
下水道事業特別会計繰出金
災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車購入事業
北秋田市防災マップ作成事業
遠距離通学費
小学校費
中学校費
公民館費
伊勢堂岱遺跡見学環境整備事業
図書館・文化会館費
(仮称）生涯学習交流施設建設事業

24,631
59,123
9,760

119,700
20,200
71,967
169,290
16,294
22,925
30,000
20,000
233,711
761,815
89,844
25,746
21,000
937,030
308,726
414,022
149,012
70,945

1,105,467
553,396

561,262
71,587
55,027
33,900
85,578
19,733
18,622
125,340
116,542
237,035
146,785
165,838
760,109
11,400
29,785
62,055
65,515
10,080
18,894
21,988
9,500
21,835
9,770

81,400
52,935
214,270
218,704
168,253
214,504
705,454
215,759
203,074
445,987
18,040
45,000
259,283
646,314
61,055
10,800
78,024
360,229
231,507
142,349
195,423
89,348

1,297,323

（単位：千円）

教育費  
33億3212万 

1千円 
  （15.0%）

市税
29億876万
5千円
（13.1%）

国 民 健 康 保 険
国民健康保険合川診療所
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス 事 業
簡 易 水 道
農 業 集 落 排 水 事 業
下 水 道 事 業
特定地域生活排水処理事業
後 期 高 齢 者 医 療
阿 仁 診 療 所
米 内 沢 診 療 所

22,223,289
5,039,470
199,333
5,146,625
107,677
2,415,855
399,809
1,678,208
27,226
448,405
224,105
210,828
4,898
2,994
2,417

2
867

14,775
16,035
19,659
3,453

15,962,641
38,185,930

23,723,700
4,440,960
191,765
5,191,383
124,929
798,878
387,852
1,656,757
26,916
473,933
234,680
198,420
1,014
2,915
2,599

2
976

14,685
14,699
11,906
3,560

13,778,829
37,502,529

坊 沢
綴 子
　 栄 　
沢 口
七 日 市
米 内 沢
前 田
阿 仁 合
大 阿 仁

△

△
△

△ 
△ 

△

△

△  

6.3
13.5
3.9
0.9
13.8
202.4
3.1
1.3
1.2
5.4
4.5
6.3

383.0
2.7
7.0
0.0
11.2
0.6
9.1
65.1
3.0
15.8
  1.8

一 般 会 計

特
　
　
　別
　
　
　会
　
　
　計

財
　
　産
　
　区

区 　 分 27年度予算額
26年度予算額

特 別 会 計 合 計

増減率（％）

24,992,522
4,422,394
199,238
5,349,254
124,929
796,906
384,068
1,588,453
29,619
427,442
237,358
217,114
6,999
10,647
2,005

7
5,152
16,713
9,932
12,434
19,310

13,859,974
38,852,496

当　初 当　初現　計 現　計

合 　 　 　 　 計

△
 

△
△

△

△
△
△
△

△
△
△

△

△

11.1
   14.0
0.0
3.8
13.8
203.2
4.1
5.7
8.1
4.9
5.6
2.9
30.0
71.9
20.5
71.4
83.2
11.6
61.4
58.1
82.1
15.2
1.7

一
般
会
計
は 

2
2
2
億
2
3
2
8
万
9
千
円

一
般
会
計
は 

2
2
2
億
2
3
2
8
万
9
千
円

予
算
の
あ
ら
ま
し

予
算
の
あ
ら
ま
し

残高見込額
49億7044万3千円
16億3678万7千円

2167万6千円
8万9千円

2751万5千円
24億3797万8千円
4億8804万8千円
1億9835万3千円
4億2482万2千円
8663万5千円

6億3382万3千円
4千円

5039万8千円
893万5千円
3734万4千円
1800万円

1061万5千円
110億5146万5千円

基金名称
財政調整基金
減債基金
まちづくり基金
地域福祉基金
中山間ふるさと水と土保全基金
地域振興基金
土地開発基金
国民健康保険財政調整基金
介護保険財政調整基金
簡易水道事業減債基金
簡易水道事業財政調整基金
農業集落排水事業債償還基金
学校施設整備基金
高額療養費貸付基金
奨学金基金
介護給付費等貸付基金
特別導入事業基金

合　　計
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３月定例議会行政報告（その１） ３月定例議会行政報告（その１）

　
平
成
27
年
３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
３
日
に
開
会
し
19
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
、
施
政
方
針
、
上
程
さ

れ
た
各
議
案
の
大
綱
質
疑
、
ま
た
、
10
日
と
11
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
12
日
か
ら
は
、
各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議

し
、
19
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　３
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
月
定
例
議
会

行
政
報
告
(１)

 

総
務
部
関
係

■
総
務
課

　
平
成
26
年
度
職
員
採
用
試
験
の
第
２
次

募
集
は
、
大
学
卒
一
般
行
政
２
人
、
消
防

吏
員
１
人
を
合
格
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
告

示
し
ま
し
た
。

　
危
機
管
理
体
制
は
、
例
年
以
上
に
降
雪

が
早
く
、
12
月
26
日
に
災
害
警
戒
部
を
立

ち
上
げ
て
い
ま
し
た
が
、
２
月
２
日
に
は
、

阿
仁
合
、
比
立
内
の
２
観
測
地
点
で
、
基

準
値
を
上
回
っ
た
た
め
、
災
害
対
策
本
部

に
格
上
げ
し
雪
害
に
対
す
る
対
応
を
講
じ

て
い
ま
す
。

　
第
２
回
市
防
災
会
議
を
２
月
10
日
に
開

催
し
、
災
害
対
策
基
本
法
や
土
砂
災
害
防

止
法
の
改
正
に
よ
る
変
更
点
を
踏
ま
え
て
、

市
地
域
防
災
計
画
の
改
訂
案
に
つ
い
て
審

議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
総
合
政
策
課

　市
行
政
評
価
委
員
会
が
今
年
度
実
施
し

た
３
事
務
事
業
の
評
価
に
つ
い
て
、
12
月

18
日
に
評
価
結
果
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

委
員
会
か
ら
の
評
価
・
意
見
は
、
今
後
の

行
政
運
営
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
地
方
版
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
に
係
る
国
の
方
針
が
１
月
９

日
に
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
地
域
活
性
化

・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
」

の
活
用
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と

北
秋
田
市
版
総
合
戦
略
の
策
定
の
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
中
国
蘭
州
市
の
茆
式
教
育
研
究
普
及
セ

ン
タ
ー
の
教
育
研
修
団
が
、
２
月
４
日
か

ら
６
日
ま
で
本
市
を
訪
問
し
、
市
内
小

中
学
校
と
高
校
で
教
育
活
動
の
体
験
や
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
森
吉
山
の
樹
氷
鑑
賞
な

ど
を
通
し
た
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
秋
田
県
と
の
協
働
に
よ
る
「
北
秋
田
市

お
試
し
移
住
体
験
事
業
」
を
２
月
７
日
か

ら
９
日
ま
で
と
、
２
月
20
日
か
ら
22
日
ま

で
実
施
し
、
あ
わ
せ
て
３
人
の
方
に
郷
土

料
理
作
り
や
雪
か
き
、
地
元
の
方
々
と
の

交
流
な
ど
を
通
し
た
北
秋
田
の
暮
ら
し
を

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
地
域
の
魅
力
あ
る
食
を
秋
田
内
陸
線
の

利
用
者
へ
無
料
提
供
す
る
「
地
域
か
ら
秋

田
内
陸
線
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
」
を
、
内
陸

線
沿
線
の
５
団
体
か
ら
支
援
を
受
け
、
１

月
10
日
か
ら
12
日
、
24
日
・
25
日
の
５
日

間
に
わ
た
り
実
施
し
、
利
用
客
か
ら
大
変

好
評
を
得
ま
し
た
。

　
例
年
、
観
光
客
等
の
乗
客
数
が
減
少
す

る
冬
期
に
「
サ
ン
タ
列
車
」
や
「
雪
だ

る
ま
列
車
」、「
お
ひ
な
様
列
車
」
な
ど
の

企
画
列
車
や
、「
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト

リ
ー
ト
in
あ
に
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
列
車

の
運
行
支
援
を
実
施
し
、
利
用
客
の
増
加

に
努
め
ま
し
た
。

　 

財
務
部
関
係

■
財
政
課

　
11
月
15
日
か
ら
２
月
６
日
ま
で
の
工
事

等
発
注
状
況（
５
０
０
万
円
以
上
）は
19
件
、

契
約
額
は
２
億
８
３
７
万
１
千
円
で
す
。

   

市
民
生
活
部
関
係

■
生
活
課

　
ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
ご
み
搬
入
実
績
は

約
９
４
０
５
ト
ン
で
す
。
そ
の
内
、
北
秋

田
市
分
は
94
％
の
約
８
８
４
４
ト
ン
で
、

前
年
同
期
比
約
３
７
１
ト
ン
の
減
で
す
。

　
店
舗
で
販
売
さ
れ
て
い
る
商
品
に
法
律

で
定
め
ら
れ
た
表
示
項
目
が
あ
る
か
な
ど

を
確
認
す
る
「
安
全
３
法
に
基
づ
く
立
入

検
査
」
を
12
月
10
日
に
実
施
し
た
結
果
、

検
査
対
象
商
品
は
全
て
適
正
に
販
売
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
北
秋
田
地
区
交
通
・
防
犯
指
導
隊
連
合

会
安
全
祈
願
式
及
び
査
閲
式
を
１
月
10
日
、

上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

▲鷹巣小学校で行われた茆式教育研究セ
ンターとの交流会

▲行政評価委員会としての評価結果を津
谷市長へ報告

ぼ
う

▲1月13日に鷹巣保健センターで開か
れた第１回すこやか健康講座

 

健
康
福
祉
部
関
係

■
福
祉
課　

　
消
費
税
増
税
に
伴
う
負
担
軽
減
の
た
め

の
一
時
金
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
は
、
１

月
末
現
在
で
９
１
１
０
人
に
対
し
１
億
２

３
８
１
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。

　
障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
自
立
支
援

給
付
事
業
の
利
用
者
数
は
、
12
月
末
現
在

で
介
護
給
付
２
０
８
人
、
訓
練
給
付
１
２

７
人
、
自
立
支
援
医
療
４
９
７
人
で
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業
の
利
用
者
数
は
、
日

常
生
活
用
具
91
人
、
意
思
疎
通
支
援
２
人
、

日
中
一
時
支
援
26
人
で
、
児
童
福
祉
法
に

よ
る
障
害
児
通
所
支
援
は
31
人
で
す
。

　
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
12
月
末

現
在
の
延
べ
利
用
状
況
は
、
来
所
３
９
７

２
人
、
訪
問
１
９
０
０
人
、
電
話
相
談
１

４
３
６
件
で
、
な
か
で
も
精
神
障
が
い
者

の
利
用
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
」
の
第
４

回
策
定
委
員
会
を
２
月
18
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
年
度
内
に
最
終
案
を
取
り
ま
と
め

る
予
定
で
す
。

　
平
成
27
年
度
の
保
育
所
等
の
入
所
申
し

込
み
は
、
８
４
５
人
（
公
立
保
育
所
３
５

５
人
、
私
立
保
育
所
３
５
５
人
、
私
立
認

定
こ
ど
も
園
１
３
５
人
）
で
、
１
月
下
旬

に
入
園
審
査
会
を
開
き
、
入
所
を
決
定
し

ま
し
た
。
平
成
26
年
度
当
初
の
入
所
児
童

数
と
比
較
し
て
20
人
の
増
で
す
。

　
北
秋
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
は
、

第
３
回
目
の
会
議
を
１
月
15
日
に
開
催
し

ま
し
た
。
年
度
内
に
「
北
秋
田
市
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
す
る

予
定
で
す
。

　
児
童
手
当
の
２
月
支
給
分
は
、
１
６
８

６
人
に
対
し
1
億
２
０
４
０
万
円
を
、
児

童
扶
養
手
当
の
12
月
支
給
は
、
２
６
９
人

に
対
し
３
７
７
２
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。

ま
た
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
は
、

１
月
末
現
在
で
１
７
１
４
人
に
対
し
２
８

１
３
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。

■
高
齢
福
祉
課

　
福
祉
の
雪
事
業
は
、
２
月
10
日
現
在
、

該
当
世
帯
は
１
０
０
４
世
帯
で
す
。
内
訳

は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
７
５
２

世
帯
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
２
０
１
世
帯
、

そ
の
他
の
世
帯
51
世
帯
で
す
。
１
月
上
旬

ま
で
の
作
業
実
績
は
、
実
利
用
世
帯
４
７

６
世
帯
、
延
利
用
回
数
４
０
０
６
件
で
、

作
業
額
８
０
９
万
６
５
３
７
円
、
扶
助
費

６
１
６
万
２
３
０
７
円
で
、
４
万
円
の
支

給
限
度
額
を
超
え
た
世
帯
は
22
世
帯
で
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
包
括
的
支

援
事
業
に
お
け
る
総
合
相
談
は
、
12
月
末

現
在
延
べ
６
２
９
件
（
来
所
１
４
２
件
・

電
話
２
３
８
件
・
訪
問
２
４
９
件
）
の
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
、
権
利
擁
護

に
関
す
る
相
談
は
延
べ
92
件
で
す
。
ま
た
、

高
齢
者
虐
待
の
通
報
や
疑
い
等
へ
の
対
応

件
数
は
、
12
件
（
実
件
数
）
で
す
。

■
医
療
健
康
課

　食
育
推
進
事
業
は
、
12
月
か
ら
３
月
に

か
け
て
４
地
区
15
会
場
を
地
区
巡
回
健
康

相
談
と
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。
２
月
13

日
に
は
、
食
育
推
進
事
業
を
実
施
し
て
い

る
関
係
部
所
合
同
の
食
育
推
進
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
心
の
健
康
づ
く
り
事
業
は
、
75
歳
以
上

の
方
６
５
５
人
を
対
象
に
、
12
月
か
ら
３

月
に
か
け
23
自
治
会
を
「
ホ
ッ
と
あ
い
訪

問
」
と
し
て
保
健
師
が
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
予
防
事
業
は
、
糖
尿
病
予

防
を
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
「
す
こ
や
か
健

康
講
座
」
を
４
回
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

本
講
座
に
お
い
て
、「
７
５
２
０
良
い
歯
」

の
認
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
月
末
現
在
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
者
数
は
、
高
齢
者
が
６
８
５
４
人
、

子
ど
も
及
び
妊
婦
が
３
７
０
７
人
で
、
高

齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
者
数
は
、
１

０
１
２
人
で
す
。

　
献
血
は
、
１
月
末
現
在
で
８
７
６
人
の

方
か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
阿
仁
診
療
所
整
備
検
討
委
員
会
は
、
第

４
回
目
が
12
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、
診
療

所
の
規
模
・
機
能
に
つ
い
て
意
見
を
ま
と

め
、
12
月
22
日
に
そ
の
結
果
を
市
長
へ
報

告
し
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
は
、
第
３
回
目
が
１
月
26
日
に
開
催

さ
れ
、
事
業
経
過
等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
の
計
画
と
し
て
は
、
地
域

の
医
療
や
介
護
、
福
祉
資
源
等
の
機
能
充

実
や
、
支
援
体
制
を
包
括
的
か
つ
継
続
的

に
提
供
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
資
源

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
各
医
療
機
関

や
介
護
・
福
祉
施
設
等
へ
配
布
す
る
予
定

で
す
。

■
診
療
所

　11
月
か
ら
１
月
ま
で
の
市
立
３
診
療
所

の
外
来
患
者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
阿
仁
診
療
所
は
、
内
科
２
１
７
２
人
で

前
年
同
期
比
２
０
２
人
の
減
、
外
科
２
６

０
１
人
で
前
年
同
期
比
10
人
の
減
、
歯
科

８
３
５
人
で
前
年
同
期
比
６
人
の
減
で
す
。

合
川
診
療
所
は
２
９
７
１
人
で
前
年
同
期

比
46
人
の
増
で
す
。
ま
た
、
米
内
沢
診
療

所
は
、
内
科
４
２
３
０
人
で
前
年
同
期
比

２
１
１
人
の
減
、
小
児
科
７
１
１
人
で
前

年
同
期
比
98
人
の
増
、
整
形
外
科
９
９
６

人
で
前
年
同
期
比
１
人
の
増
、
脳
血
管
外

科
２
４
２
人
で
前
年
同
期
比
19
人
の
減
、

心
臓
血
管
外
科
92
人
で
前
年
同
期
比
30
人

の
増
で
す
。 
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産
業
部
関
係

　

■
農
林
課

　
平
成
27
年
産
米
の
生
産
数
量
目
標
は
、

県
か
ら
当
市
に
1
万
６
７
９
０
ト
ン
が
提

示
さ
れ
、
面
積
換
算
値
で
は
約
３
１
２
６

ha
で
、
平
成
26
年
産
米
の
配
分
よ
り
３
５

０
ト
ン
の
減
で
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
１

月
27
日
に
北
秋
田
市
農
業
再
生
協
議
会
を

開
催
し
、
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
に
９
１
６
０
ト
ン

Ｊ
Ａ
あ
き
た
北
央
に
７
５
１
２
ト
ン
市
内

主
食
集
荷
商
業
者
に
１
１
８
ト
ン
の
生
産

数
量
目
標
の
配
分
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
農
地
中
間
管

理
事
業
は
、
１
月
末
現
在
、
借
受
希
望

（
受
け
手
）
２
０
５
件
、
１
５
３
０
ha
に

対
し
、
貸
付
希
望
（
出
し
手
）
は
42
件
、

40
ha
と
少
な
く
、
今
後
は
出
し
手
の
掘
り

起
し
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
松
く
い
虫
防
除
対
策
事
業
は
、
被
害
の

拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
鷹
巣
、
合
川
、

森
吉
地
区
に
お
い
て
56
本
の
伐
倒
駆
除
業

務
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
は
、
阿
仁
線

１
号
箇
所
ほ
か
２
件
の
工
事
を
３
月
発
注

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
商
工
観
光
課

　企
業
誘
致
対
策
は
、
１
月
14
日
、
都
内

に
お
い
て
秋
田
県
企
業
誘
致
推
進
協
議
会

主
催
に
よ
る
「
秋
田
県
・
県
内
市
町
村
と

首
都
圏
企
業
と
の
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
、

北
秋
田
市
の
誘
致
企
業
を
は
じ
め
秋
田
県

内
関
連
企
業
と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

２
月
18
日
に
は
都
内
で
北
秋
田
市
企
業
立

地
協
力
推
進
委
員
懇
談
会
を
開
催
し
、
情

報
収
集
に
携
わ
る
企
業
立
地
協
力
推
進
員

の
方
々
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
森
吉
山
の
樹
氷
観
賞
は
、
１
月
10
日
か

ら
３
月
８
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
て

お
り
、
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
昨
年

を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
来
場
者
が
訪
れ
て
い

ま
す
。

　
第
１
回
秋
田
県
ど
ぶ
ろ
く
研
究
交
流
大

会
が
、
１
月
30
日
と
31
日
に
打
当
温
泉
マ

タ
ギ
の
湯
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
交
流
会

は
県
内
６
製
造
者
を
含
め
約
70
人
の
参
加

の
も
と
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
情
報

提
供
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
阿
仁
熊
牧
場
「
く
ま
く
ま
園
」
の
冬
期

間
の
誘
客
を
図
る
た
め
、
１
月
18
日
か
ら

２
月
22
日
ま
で
の
期
間
中
に
、
ひ
ぐ
ま
の

冬
眠
観
察
と
し
て
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ

ア
ー
を
計
６
回
開
催
し
ま
し
た
。　

　
第
21
回
も
ち
っ
こ
市
が
、
２
月
14
日
と

15
日
に
大
太
鼓
の
館
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、

大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
「
あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り

Ｃ
Ｍ
大
賞
」
に
お
い
て
、
当
市
が
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
、
こ
の
Ｃ
Ｍ
を
通
し
て
県
内

は
も
ち
ろ
ん
東
北
５
県
に
観
光
情
報
が
発

信
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
台
湾
か
ら
の
教
育
旅
行
視
察
団
が
12
月

15
日
に
当
市
を
訪
れ
、
森
吉
山
阿
仁
ス

キ
ー
場
と
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
を
視
察
し

た
と
こ
ろ
、
教
育
旅
行
の
訪
問
先
と
し
て

好
評
価
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
台
湾
ス

キ
ー
協
会
一
行
が
、
１
月
26
日
に
森
吉
山

阿
仁
ス
キ
ー
場
で
ゲ
レ
ン
デ
滑
走
を
体
験

し
ま
し
た
。
今
回
の
台
湾
ス
キ
ー
協
会
の

視
察
も
教
育
旅
行
視
察
団
同
様
、
夏
に
実

施
し
た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
成
果
・
効
果

が
徐
々
に
現
れ
て
お
り
、
今
後
、
交
流
が

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

建
設
部
関
係

■
都
市
計
画
課

　住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
は
、

１
月
末
で
補
助
金
交
付
決
定
数
３
３
１
件
、

交
付
決
定
額
は
４
４
８
４
万
３
千
円
で
す
。

　
市
営
住
宅
宮
前
町
団
地
建
設
工
事
は
、

最
上
階
の
４
階
に
一
部
着
手
し
て
お
り
、

１
月
末
の
進
捗
率
は
35
％
と
順
調
に
進
捗

し
て
い
ま
す
。

■
建
設
課

　道
路
工
事
関
係
は
、
道
路
維
持
工
事
１

件
（
大
野
岱
桂
瀬
線
）
、
排
水
維
持
工
事

４
件
（
下
町
３
号
線
、
川
向
米
内
沢
小
学

校
線
、
幸
屋
線
、
坊
沢
公
民
館
線
）
、
道

路
新
設
改
良
工
事
１
件
（
昭
和
〜
合
地

線
）
、
歩
行
空
間
整
備
工
事
１
件
（
米
代

町
線
）
が
完
成
し
、
道
路
新
設
改
良
工
事

１
件
（
長
坂
線
）
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
除
雪
事
業
は
、
12
月
か
ら
の
降
雪
が
例

年
以
上
に
多
く
、
１
月
末
ま
で
の
各
地
区

の
一
斉
除
雪
出
動
日
数
は
、
鷹
巣
16
日
、

合
川
26
日
、
森
吉
27
日
、
阿
仁
35
日
で
す
。

■
上
下
水
道
課

　
上
水
道
事
業
は
、
東
中
岱
地
区
配
水
管

布
設
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
鷹
巣
処
理
区
に

お
い
て
、
綴
子
字
佐
戸
岱
地
内
で
舗
装
復

旧
工
事
が
完
成
し
、
脇
神
字
米
ノ
岱
地
内

の
面
整
備
工
事
及
び
脇
神
字
赤
川
岱
地
内

の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
置
工
事
を
発
注

し
ま
し
た
。

 

消
防
本
部
関
係

■
常
備
消
防

　11
月
20
日
か
ら
２
月
13
日
ま
で
の
火
災

及
び
救
急
出
動
等
の
件
数
は
次
の
と
お
り

で
す
。
火
災
は
、
建
物
火
災
が
５
件
発
生

し
、
５
人
が
負
傷
し
ま
し
た
。
救
急
出
動

件
数
は
３
８
３
件
で
、
種
別
で
は
急
病
２

８
４
件
、
一
般
負
傷
38
件
、
交
通
事
故
24

件
で
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
12
件
の
出
動

を
要
請
し
、
８
人
の
患
者
を
搬
送
し
ま
し

た
。
救
助
出
動
は
15
件
で
、
２
人
を
救
出

し
ま
し
た
。　

　
屋
根
の
雪
下
ろ
し
時
の
転
落
防
止
や
落

雪
に
よ
る
災
害
防
止
の
た
め
、
雪
下
ろ
し

講
習
会
を
11
月
21
日
に
、
福
祉
の
雪
事
業

登
録
者
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

実
技
指
導
を
、
１
月
31
日
の
北
秋
田
地
域

振
興
局
主
催
の
雪
対
策
セ
ミ
ナ
ー
と
、
２

月
15
日
に
前
野
自
治
会
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
各
種
訓
練
は
、
１
月
25
日
に
七
日
市
の

市
指
定
文
化
財
「
長
岐
邸
」
を
は
じ
め
と

し
て
米
内
沢
、
阿
仁
合
、
鎌
沢
の
各
地
区

で
地
域
住
民
と
一
体
に
な
っ
た
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
月
26
日
に

は
米
内
沢
ス
キ
ー
場
で
雪
山
の
事
故
を
想

定
し
た
救
助
訓
練
を
、
２
月
９
日
と
10
日

に
は
鷹
巣
橋
下
流
の
米
代
川
で
冬
季
間
の

水
難
事
故
を
想
定
し
た
救
助
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

■
非
常
備
消
防

　
秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
主

催
の
消
防
団
員
研
修
が
、
２
月
22
日
に
市

交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
知
識
や
技
術

の
習
得
、
規
律
の
保
持
な
ど
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

 

教
育
委
員
会
関
係

■
総
務
課

　
合
川
小
学
校
建
設
事
業
は
、
12
月
16
日

に
校
舎
の
完
成
検
査
を
実
施
し
、
12
月
19

日
に
引
き
渡
し
を
受
け
、
２
月
23
日
か
ら

は
備
品
の
搬
入
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
在
整
備
中
の
外
構
工
事
と
駐
車
場
整
備

工
事
は
３
月
20
日
ま
で
に
完
成
予
定
で
す
。

　
森
吉
地
区
で
建
設
中
の
統
合
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
は
、
３
月
９
日
に
完
成
検
査
を

行
う
予
定
で
す
。

■
学
校
教
育
課

　12
月
14
日
に
山
口
市
で
行
わ
れ
た
全
国

中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
に
、
鷹
巣
中
学
校

の
女
子
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
９
位
と
健
闘

し
ま
し
た
。

　
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
全
県
・
東

北
・
全
国
ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
県
大
会
で
は
男
子
リ
レ
ー
で
合
川
中
学

校
が
優
勝
し
、
女
子
リ
レ
ー
で
森
吉
中
学

校
が
２
位
に
入
り
ま
し
た
。
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
種
目
個
人
で
は
、
合
川
中
学
校
の
土
濃

塚
悠
成
さ
ん
が
東
北
大
会
で
優
勝
、
全
国

大
会
で
２
位
と
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　
鷹
巣
西
小
学
校
統
合
に
つ
い
て
の
保
護

者
・
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
を
、
10
月
か

ら
３
月
ま
で
の
間
に
４
回
開
催
し
ま
し
た
。

■
生
涯
学
習
課

　公
民
館
を
中
心
と
し
た
地
域
の
活
性
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
次
の
事
業
を
行
い

ま
し
た
。

　
「
第
４
回
ふ
る
さ
と
の
未
来
・
再
考
！

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
11
月
29
日
に
開
催
し
、

地
域
の
絆
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
探

り
ま
し
た
。

　
公
民
館
講
座
や
、
地
域
で
生
涯
学
習
活

動
を
行
っ
て
い
る
方
々
が
一
堂
に
会
し
た

「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
」
を
12
月
20
日
に

開
催
し
、
各
種
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発

表
や
展
示
な
ど
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

交
流
を
深
め
学
び
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

　
「
高
校
生
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
×
書

き
初
め
の
つ
ど
い
」
を
１
月
31
日
に
開

催
し
、
市
民
が
書
き
初
め
に
挑
戦
し
た
ほ

か
、
高
校
生
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は

地
元
秋
田
北
鷹
高
校
を
は
じ
め
、
４
校
の

書
道
部
が
、
音
楽
に
合
わ
せ
迫
力
あ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　　
「
Ｇ
ち
ゃ
ん
サ
ミ
ッ
ト
in
北
秋
田
市

パ
ー
ト
２
〜
ア
ン
コ
ー
ル
編
〜
」
を
２
月

14
日
に
県
と
共
催
で
開
催
し
、
基
調
講
演

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
通
し
て
高
齢
者

の
地
域
貢
献
活
動
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　第
８
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
を
１

月
25
日
に
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
で
開
催

し
、
５
歳
か
ら
83
歳
ま
で
の
世
代
を
超
え

た
１
８
３
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

ゆ
う
せ
い

▲多くの来場者でにぎわう森吉山の樹氷
観賞

▲市指定文化財「長岐邸」で行われた
バケツリレーによる初期消火訓練

▲秋田北鷹高校書道部は「感謝」をテー
マに作品を完成させました

▲交流会では、全国19銘柄のどぶろくの
試飲も行われました
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北秋田市高齢者福祉計画
第６期介護保険事業計画
北秋田市高齢者福祉計画
第６期介護保険事業計画第６期（平成27年～29年度）の所得段階区分と保険料＜65歳以上の方＞第６期（平成27年～29年度）の所得段階区分と保険料＜65歳以上の方＞

がスタート！がスタート！
　これまで６段階に区分して保険料を決定していましたが、第６期からは９段階に細分化し、低所得者
層の負担軽減を図ります。
　なお、試算では67％（約9,000人）の方が、これまでの保険料よりも下がっています。

　介護保険制度は平成12年に始まり、３年に１回の見直しが行われます。
　今年４月からは、介護保険料の変更や事業所の追加整備を盛り込んだ第６期の計画が始まりました。
市民の皆さんのご理解をお願いします。

第６期介護給付費（３年間）の見込額は160億円

　第６期(平成27～29年度)介護給付費等の見込額は、第５期(平成24～26年度)
の実績を基に、北秋田市の高齢者人口の推移、認定者数やサービス利用者数・利用
料の推計をしたもの (自然増分 )、施設の整備によって利用増が見込まれるもの (施
設増分 ) を予測して試算しており、その額は約 160 億円になっています。

国
25％
国
25％

都道府県
　12.5％
都道府県
　12.5％

市町村
12.5％
市町村
12.5％

第１号被保険者
（65歳以上）
　　22.0％

第１号被保険者
（65歳以上）
　　22.0％

第２号被保険者
（40～64歳）
28.0％

第２号被保険者
（40～64歳）
28.0％

【表1：介護保険料負担割合】

介護保険料の算出方法

　介護保険は、皆さんからいただく「介護保険料」を財源としてお
り、その介護保険料は３年間の介護給付費等の見込額と介護保険制
度で定められた負担割合 ( 表１ ) によって算出しています。

　第 1号被保険者の負担割合は、制度の改正により平成 27年度か
らは 21%から 22％になっており、負担割合の変更やサービス量の
増加により、第６期 ( 平成 27～ 29 年度 ) では、その分第 1号被
保険者の保険料が高くなりますが、できるだけ低く抑えるため、軽
減策を盛り込んでいます。

基金から約３億７千万円を保険料に繰り入れ負担を軽減

　市ではこれまでの事業の余剰金を介護保険財政調整基金に積み立
てしており、平成 27 年３月末での積み立て額は、約４億９千万円
を見込んでいます。第６期計画では、このうちの約３億７千万円を
繰り入れして保険料月額基準額の上昇を抑えるほか、所得段階区分
を９段階に変更し、第２段階と第３段階の割合を国基準より更に引
き下げ、低所得者層の保険料軽減を図ります。

サービス事業所の整備方針

　第６期計画では、特別養護老人ホー
ムを新たに 95 床（新規 60 床、転換
35 床）増やすほか、グループホーム
を２ユニット ( 定員 18 人 )、通所リ
ハビリの定員を 20 人増やし、待機者
の解消を図ります。

保険料等の改正についての説明会

《お問い合わせ》　高齢福祉課介護保険係　☎62-1112

☆サービス利用料が変更になります

　介護報酬改定に伴い一部のサービス利用料が変更となります。
詳しくは、利用されているサービス事業所にお問い合わせくだ
さい。
☆４月より居住費の自己負担額が一部変更となります

○変更点（第２段階・第３段階のみ）
　多床室：３２０円　→　３７０円
対象となる方には新しい負担限度額認定証を送付します。

　保険料等の改正について、各団
体や自治会などから要望があれば
説明に伺いますので、お気軽にお
申し込みください。

《申込先》
高齢福祉課介護保険係

☎62-1112

その他の制度改正による変更点

北秋田市高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画

１段階

２段階

３段階

４段階

５段階

６段階

〇生活保護を受けている方
〇世帯全員が市民税非課税で、
老齢福祉年金を受給している
方

〇世帯全員が市民税非課税で、
課税年金収入額と合計所得額
の合計が80万円以下の方

〇世帯全員が市民税非課税で、
課税年金収入額と合計所得額
の合計が80万円超120万円以
下の方

〇世帯全員が市民税非課税で、
課税年金収入額と合計所得額
の合計が120万円超の方

〇本人は市民税非課税だが、世
帯内に市民税課税者がいる方
で、本人の課税年金収入額と
合計所得額の合計が80万円
以下の方

〇本人は市民税非課税だが、世
帯内に市民税課税者がいる方
で、本人の課税年金収入額と
合計所得額の合計が80万円
超の方

〇本人が市民税課税者で、合計
所得金額が120万円未満の方

〇本人が市民税課税者で、合計
所得金額が120万円以上190
万円未満の方

〇本人が市民税課税者で、合計
所得金額が190万円以上290
万円未満の方

〇本人に市民税が課税されてい
て、合計所得金額が290万円
以上の方

１段階

２段階

３段階

４段階

５段階

６段階

７段階

８段階

９段階

段階 段階区分の要件 昨年度（第５期）
までの段階区分

第５期保険料
との比較（年額）

△2,148円

△1,476円

△84円

△4,284円

2,676円

△144円

6,816円

4,008円

17,928円

5,800円 × 0.45
保険料（月額）
保険料（年額）

基準額　　  保険料率

5,800円 × 0.70
保険料（月額）
保険料（年額）

5,800円 × 0.72
保険料（月額）
保険料（年額）

5,800円 × 0.90
保険料（月額）
保険料（年額）

5,800円 × 1.00
保険料（月額）
保険料（年額）

5,800円 × 1.20
保険料（月額）
保険料（年額）
5,800円 × 1.30
保険料（月額）
保険料（年額）
5,800円 × 1.50
保険料（月額）
保険料（年額）
5,800円 × 1.70
保険料（月額）
保険料（年額）

2,610円
31,320円

4,060円
48,720円

4,176円
50,112円

5,220円
62,640円

5,800円
69,600円

6,960円
83,520円

7,540円
90,480円

 8,700円
104,400円

 9,860円
118,320円

介護保険料
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平成26年度北秋田市スポーツ賞表彰式平成26年度北秋田市スポーツ賞表彰式
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な
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な
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な
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活
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な
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活
躍
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な
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活
躍
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更
な
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活
躍
に
期
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更
な
る
活
躍
に
期
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更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

　
一
般
財
団
法
人
北
秋
田
市
体
育
協
会
（
成
田
光
弘
会
長
）
主
催
の
平
成
26
年

度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
、
３
月
21
日
に
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

こ
の
１
年
間
に
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
た
個
人
１
１
６
人
と
13
団
体
（
75
人
）
が

功
労
賞
や
特
別
栄
光
賞
な
ど
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

平
成
26
年
度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

　
式
典
で
は
、
長
き
に
わ
た
り
団
体
や
競
技
の
強

化
育
成
に
あ
た
ら
れ
た
坂
上
隆
蔵
さ
ん
、
三
浦
多

加
稔
さ
ん
の
２
人
に
功
労
賞
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、

各
種
目
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
各
選
手
が
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
栄
光
賞
や
奨
励
賞
の
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　
表
彰
の
あ
と
、
成
田
会
長
は
受
賞
者
の
功
績
を

た
た
え
る
と
と
も
に
「
各
種
目
と
も
基
本
の
習
得

と
意
欲
を
育
て
、
礼
儀
を
大
切
に
す
る
環
境
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
体
育
協
会
は
そ
の
基
礎
的
役
割

を
担
う
指
導
者
養
成
に
努
め
て
い
る
。
才
能
は
出

会
い
で
開
花
す
る
。
子
ど
も
た
ち
の
能
力
は
無
限

で
あ
り
、
指
導
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
若
い
人
た
ち

を
育
て
る
意
欲
を
燃
や
し
た
い
。
夢
を
共
有
し
、

喜
び
を
分
か
ち
合
い
北
秋
田
市
の
元
気
の
源
に
な

る
こ
と
が
、当
体
育
協
会
の
『
地
域
づ
く
り
』『
夢

づ
く
り
』。夢
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
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光
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績
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え
る
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光
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績
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光
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績
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光
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績
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績
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績
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栄
光
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功
績
を
た
た
え
る

栄
光
と
功
績
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え
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栄
光
と
功
績
を
た
た
え
る

栄
光
と
功
績
を
た
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え
る

栄
光
と
功
績
を
た
た
え
る

栄
光
と
功
績
を
た
た
え
る

栄
光
と
功
績
を
た
た
え
る

栄
光
と
功
績
を
た
た
え
る

栄
光
と
功
績
を
た
た
え
る

栄
光
と
功
績
を
た
た
え
る

栄
光
と
功
績
を
た
た
え
る

栄
光
と
功
績
を
た
た
え
る

栄
光
と
功
績
を
た
た
え
る

栄
光
と
功
績
を
た
た
え
る

栄
光
と
功
績
を
た
た
え
る

栄
光
と
功
績
を
た
た
え
る

栄
光
と
功
績
を
た
た
え
る

栄
光
と
功
績
を
た
た
え
る

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
】笹
渕
文
也（
卓
球
協
会
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】長
岐
大
嗣（
特
別

支
援
学
校
体
育
連
盟
）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】加
藤
運
寿（
秋
田
県
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

　栄 

光 

賞
（
団
体
）

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部（
女
子
駅
伝
）

藤
田
正
由
加　
成
田
美
緒　
川
村
乙
綺

畠
山
桜　
萩
野
真
紀　
土
田
楓
子　

工
藤
千
翔　
中
嶋
夏
奈　
萩
野
さ
く
ら

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部（
女
子
リ
レ
ー
）

小
坂
栞　
工
藤
美
幸　
成
田
萌　

三
澤
彩
乃

合
川
中
学
校
ス
キ
ー
部（
男
子
リ
レ
ー
）

土
濃
塚
悠
成　
髙
橋
和
希　
安
部
優
雅

木
村
賢
太
郎

森
吉
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部（
男
子
）

九
嶋
克
己　
庄
司
丞　
庄
司
敦
也　

西
根
拓
海　
近
藤
健　
近
藤
祐
太　

佐
藤
大
晴　
岩
間
大
輝

秋
田
北
鷹
高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部（
男
子
）

工
藤
健
哉　
吉
田
賢
司　
春
日
伶　

田
崎
玲
於　
安
部
克
啓　
松
渕
直
希

秋
田
北
鷹
高
校
ス
キ
ー
部（
男
子
）

木
村
壮
志　
長
谷
川
海
斗　
髙
橋
幸
希

若
松
龍
貴

【
相
撲
】片
山
優
希（
鷹
巣
西
小
）／
柴
田
林

太（
大
阿
仁
小
）

【
柔
道
】畠
山
夏
季（
鷹
巣
南
中
）／
武
田
直

也　
春
日
蒼　
金
勇
斗（
以
上
、森
吉
中
）

／
若
松
裕（
秋
田
北
鷹
高
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】小
坂
朝
陽（
鷹
巣
東
小
）

／
西
根
一
輝　

鈴
木
健
斗　

岩
間
一
博

（
以
上
、秋
田
北
鷹
高
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】庄
司
花
苗　
清
水
知
佳

（
以
上
、秋
田
北
鷹
高
）／
橋
本
惇
哉（
能
代

松
陽
高
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】柴
田
千
里　
畠
山

栞　
鈴
木
陽
華　
杉
渕
冬
佳（
以
上
、能
代

松
陽
高
）

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
】中
嶋
市
郎　
村
上

勇
悦

　照
内
直
光　
長
谷
川
真　
高
橋
タ

ミ
エ

　柴
田
玲
子　
坂
谷
勝
子　
山
城
よ

ね
子

　若
松
和
子　
金
田
悦
子　
長
谷
川

弥
生（
以
上
、卓
球
協
会
）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】斉
藤
奈
奈
恵（
秋
田
県

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

【
水
泳
】前
澤
苑（
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会
）

【
卓
球
】神
成
由
彦（
秋
田
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
）

【
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
】杣
澤
誠　
小
玉

修
平　
石
山
和
也（
以
上
、秋
田
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

秋
田
北
鷹
高
校
ス
キ
ー
部（
女
子
） 

藤
田
菜
々
瀬　
佐
藤
葵　
土
濃
塚
世
奈

田
山
優
月

　奨 

励 

賞
（
個
人
）

【
ス
キ
ー
】内
藤
涼
葉 

木
村
史
哉 

藤
本
伊

吹（
以
上
、鷹
巣
小
）／
小
塚
美
央

　花
田

康
貴（
以
上
、鷹
巣
中
央
小
）／
大
坂
陽
斗

（
鷹
巣
西
小
）／
山
田
智
子（
米
内
沢
小
）／

大
野
愛
梨（
阿
仁
合
小
）／
木
村
賢
太
郎　

髙
橋
和
希（
以
上
、合
川
中
）／
平
川
優
花

（
森
吉
中
）／
馬
淵
春　
成
田
み
か
る（
以

上
、秋
田
北
鷹
高
）／
成
田
金
正（
ス
キ
ー

連
盟
）

【
陸
上
競
技
】佐
藤
悠
祐　
小
坂
栞　
土
田

楓
子　
九
島
亜
美　
萩
野
さ
く
ら（
以
上
、

鷹
巣
中
）／
佐
藤
麗
白　
野
呂
く
れ
あ（
以

上
、鷹
巣
南
中
）／
金
田
健
仁（
合
川
中
）／

細
田
辰
巳　
畠
山
航
洋　
中
嶋
歩
夢　
加

賀
谷
泰
人　

畠
山
蛍（
以
上
、秋
田
北
鷹

高
）／
岩
沢
英
章　

小
川
原
友
美　

藤
田

龍
一
朗　
糸
井
春
夫（
以
上
、秋
田
県
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

【
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
】長
崎
東
子（
鷹
巣
西
小
）

／
佐
藤
雄
哉（
合
川
北
小
）／
佐
藤
武
揚

（
合
川
中
）／
田
崎
里
花
子（
秋
田
北
鷹
高
）

【
弓
道
】高
橋
幹
奈（
秋
田
北
鷹
高
）

　奨 
励 
賞
（
団
体
）

森
吉
中
学
校
ス
キ
ー
部（
女
子
リ
レ
ー
）

田
崎
愛　
平
川
優
花　
山
田
雅
子　

柴
田
樹　
三
浦
陽
奈

森
吉
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部（
男
子
）

北
林
朋
也　
小
杉
山
惇　
櫻
田
勇
迅

森
吉
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部（
女
子
）

白
沢
理
奈　
山
本
麻
衣　
森
川
亜
海　

近
藤
明
日
香　
麻
生
楓　
松
浦
唯　

櫻
田
芽
衣　
森
川
七
海

秋
田
北
鷹
高
校
弓
道
部

永
島
蓮　
佐
々
木
宏
明　
魚
住
彩
乃

秋
田
北
鷹
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部（
男
子
）

金
井
京
太
郎　
西
根
一
輝　
鈴
木
健
斗

小
松
佑
亮　
庄
司
健
太　
木
村
一
貴　

石
成
嶺
汰　

北
秋
田
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会 

工
藤
宏
美　
浅
野
志
穂　
成
田
梨
彩　

小
林
成
美　
澤
田
美
咲　
清
水
亜
美　

佐
藤
彰
子　
明
石
優
美　
簾
内
朋
未　

簾
内
愛
菜　

　栄 

光 

賞
（
個
人
）

【
サ
ッ
カ
ー
】宮
野
祐
菜（
綴
子
小
）／
伊
東

葵
茄
弥（
阿
仁
合
小
）／
神
成
裕
樹（
特
別

支
援
学
校
体
育
連
盟
）

【
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
】長
崎
昇
子（
鷹
巣
西
小
）

松
橋
凜（
合
川
小
）／
佐
藤
芙
優（
合
川
中
）

【
陸
上
競
技
】工
藤
美
幸　
藤
田
正
由
加　

萩
野
真
紀　
成
田
萌（
以
上
、鷹
巣
中
）／

成
田
悠
花　
仲
居
優　
三
澤
和
季（
以
上
、

秋
田
北
鷹
高
）／
堀
部
亘
世（
国
際
情
報

高
）／
松
尾
祐
希（
秋
田
工
高
）

【
ス
キ
ー
】佐
藤
東（
鷹
巣
南
中
）／
土
濃
塚

悠
成

　髙
橋
和
希　
木
村
賢
太
郎（
以
上
、

合
川
中
）／
木
村
壮
志　

長
谷
川
海
斗　

藤
田
菜
々
瀬（
以
上
、秋
田
北
鷹
高
）／
伊

藤
一
男　

出
川
吉
弘

　髙
橋
冨
美
雄（
以

上
、ス
キ
ー
連
盟
）

【
駅
伝
】小
笠
原
朋
香　
成
田
利
奈　
村
上

史
帆（
以
上
、花
輪
高
）／
伊
藤
篤
也　
松
尾

淳
之
介

　佐
藤
慎
太
郎（
以
上
、秋
田
工
高
）

【
柔
道
】中
林
藤
仁（
秋
田
工
高
）／
長
田
治

親（
秋
田
高
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】畠
山
晶　
高
橋
諒（
以

上
、雄
物
川
高
）／
菅
原
光
裕　
武
田
雄
磨

藤
島
正
志（
以
上
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】金
澤
聡
志（
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
）

　功 

労 

賞

坂
上
隆
蔵
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
）

　
平
成
16
年
か
ら
合
川
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ

ル
フ
協
会
長
を
長
年
に
わ
た
り
務
め
た
ほ

か
、県
協
会
の
理
事
や
監
事
、市
協
会
長
２

年
を
歴
任
し
、平
成
24
年
か
ら
体
協
理
事

に
就
任
し
て
い
る
。ま
た
、大
会
を
開
催
し
、

県
内
外
の
愛
好
者
を
募
る
な
ど
振
興
発
展

に
も
貢
献
。２
級
指
導
員
資
格
を
取
得
し
、

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
指
導
に
あ
た
り
技
術

向
上
と
人
材
育
成
に
尽
力
し
た
。

三
浦
多
加
稔
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト・バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）

　
平
成
９
年
、森
吉
町
タ
ー
ゲ
ッ
ト・バ
ー

ド
ゴ
ル
フ（
Ｔ
Ｂ
Ｇ
）協
会
発
足
時
に
幹
事

長
に
就
任
、
森
吉
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ
会
長
、
市
協

会
長
、
県
協
会
理
事
を
歴
任
し
、Ｔ
Ｂ
Ｇ

振
興
と
普
及
に
努
め
た
。
ま
た
、
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会

代
表
を
務
め
「
森
吉
ク
マ
ゲ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
発
足
に
関
わ
り
、
現
在
も
当
協

会
の
常
任
顧
問
と
し
て
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
優
勝
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
技
術

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　特
別
栄
光
賞

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

鈴
木
祐
貴（
雄
物
川
高
校
）　
第
10
回
ア
ジ

ア
ユ
ー
ス
男
子
選
手
権
大
会
に
出
場

り
ゅ
う
ぞ
う

た
か
と
し

ゆ
う
き

ゆ
う
な

ゆ
う
き

き

な

み

し
ょ
う
こ

り
ん

ふ

ゆ

み
ゆ
き

ま

ゆ

か

ま

き

も
え

ゆ
う
か

ゆ
う

か
ず
き

の
ぶ
と

ゆ
う
きあ

ず
ま

ゆ
う
せ
い

か
ず
き

け
ん
た
ろ
う

た
け
し

か
い
と

な

な

せ

か
ず
お

よ
し
ひ
ろ

ふ

み

お

と
も
か

あ
つ
や

り

な

し

ほ

じ
ゅ
ん
の
す
け

し
ん
た
ろ
う

ふ
じ
ひ
と

し
ょ
う

り
ょ
う

み
つ
ひ
ろ

ゆ
う
ま

ま
さ
し

さ
と
し

ぶ
ん
や

だ
い
し

か
ず
と
し

ま

ゆ

か

み

お

い
つ
き

さ
く
ら

ま

き

ふ
う
こ

ち

か

か

な

し
お
り

み
ゆ
き

も
え

あ
や
の

ゆ
う
せ
い

か
ず
き

ゆ
う
が

け
ん
た
ろ
う

か
つ
み

た
す
く

あ
つ
や

た
く
み

た
け
る

ゆ
う
た

た
い
せ
い

だ
い
き

け
ん
や

け
ん
じ

り
ょ
う

れ

お

か
つ
ひ
ろ

な
お
き

た
け
し

か
い
と

こ
う
き

り
ゅ
う
き

な

な

せ

あ
お
い

せ

な

す
ず
は

ふ
み
や

い

ぶ
き

み

お

や
す
き

は
る
と

と
も
こ

え

り

け
ん
た
ろ
う

か
ず
き

ゆ
う
か

し
ゅ
ん

か
ね
ま
さ

と
う
こ

ゆ
う
や

た
け
あ
き

り

か

こ

あ
さ
ひ

い
っ
き

け
ん
と

か
ず
ひ
ろ

ゆ
う
す
け

し
お
り

ふ
う
こ

あ

みま
し
ろ

か
つ
ひ
と

た
つ
み

こ
う
よ
う

あ
ゆ
む

た
い
と

ほ
た
る

ひ
で
あ
き

と
も
み

り
ゅ
う
い
ち
ろ
う

は
る
お

ゆ
う
き

り
ん

た

な
つ
き

そ
う

ゆ
う
と

ゆ
う

か
な
え

ち

か

と
し
や

ち
さ
と

し
お
り

は
る
か

ふ
ゆ
か

い
ち
ろ
う

ゆ
う
え
つ

な
お
み
つ

ま
こ
と

れ
い
こ

か
つ
こ

か
ず
こ

え
つ
こ

や
よ
い

な

な

え

そ
のよ

し
ひ
こ

ま
こ
と

し
ゅ
う
へ
い

か
ず
や

あ
い

ゆ
う
か

ま
さ
こ

い
つ
き

は
る
な

と
も
や

じ
ゅ
ん

ゆ
う
じ
ん

り

な

ま

い

あ

み

あ

す

か

か
え
で

ゆ
い

め

い

な

み

れ
ん

ひ
ろ
あ
き

あ
や
の

き
ょ
う
た
ろ
う

い
っ
き

け
ん
と

ゆ
う
す
け

け
ん
た

か
ず
き

り
ょ
う
た

ひ
ろ
み

し

ほ

り

さ

な
る
み

み
さ
き

あ

み

し
ょ
う
こ

ゆ

み

と
も
み

あ
き
な

な
お

や

か
ん
な

ゆ
づ
き

は
る

ち
か
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ミュージカル「為三さん！」制作発表会／市長ダイアリー 森吉山樹氷フォーラム／スノーキャンドルストリート in あに

　
北
秋
田
市
出
身
の
作
曲
家
・
成
田
為
三

を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
為
三

さ
ん
！
」
の
制
作
発
表
会
が
、
２
月
26
日

に
秋
田
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
「
為
三
さ
ん
！
」
は
、
仙
北
市
の
た
ざ

わ
こ
芸
術
村
に
併
設
さ
れ
た
わ
ら
び
劇
場

で
上
演
さ
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
で
、「
浜
辺
の
歌
」「
秋
田
県
民
歌
」
を
作

曲
し
、
戦
争
の
時
代
を
音
楽
家
と
し
て
駆

け
抜
け
た
成
田
為
三
の
半
生
を
描
い
た
も

の
で
す
。

　
制
作
発
表
会
で
は
、
山
川
龍
己
㈱
わ
ら

び
座
取
締
役
社
長
、
作
・
作
詞
・
演
出
を

手
掛
け
た
脚
本
家
の
鈴
木
聡
さ
ん
や
成
田

為
三
役
を
演
じ
る
俳
優
の
鈴
木
裕
樹
さ
ん
、

津
谷
市
長
の
ほ
か
、
作
品
に
ゆ
か
り
の
あ

る
大
仙
市
長
や
仙
北
市
長
が
出
席
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
上
演
に
対
す
る
思
い
を
語
り
ま

し
た
。 

　
こ
の
う
ち
鈴
木
聡
さ
ん
は
「
真
面
目
で

怖
い
イ
メ
ー
ジ
の
為
三
だ
が
、
酒
飲
み
で

女
性
に
も
て
た
な
ど
面
白
い
一
面
を
持
っ

て
い
た
ら
し
い
の
で
、
皆
さ
ん
に
も
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。
歌
は
心
の
ふ
る
さ
と
と

感
じ
て
も
ら
え
る
舞
台
に
し
た
い
」
な
ど

と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
津
谷
市
長
は
「
北
秋
田
市
に
は

成
田
為
三
の
功
績
を
称
え
た
『
浜
辺
の
歌

音
楽
館
』
が
あ
り
、
こ
れ
は
市
の
大
き
な

宝
。
ま
た
、
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女

合
唱
団
も
結
成
さ
れ
、
毎
年
音
楽
祭
を
開

催
し
て
い
る
。
今
回
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

通
じ
て
、
地
元
の
方
に
も
成
田
為
三
の
良

さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

観
劇
の
際
に
は
ぜ
ひ
内
陸
線
を
利
用
し
て

わ
ら
び
座
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
な

ど
と
述
べ
、
こ
の
あ
と
、
出
演
者
が
劇
中

で
使
用
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ナ
ン
バ
ー
の

一
部
を
披
露
し
、
多
く
の
方
々
の
来
場
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
４
月
11
日
か
ら
平

成
28
年
１
月
３
日
ま
で
の
期
間
中
、
計
１

９
０
ス
テ
ー
ジ
が
上
演
さ
れ
ま
す
。

▲津谷市長らがミュージカルへの思いを
語った制作発表会

　
森
吉
山
樹
氷
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
２
月
27

日
に
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
約
１
４
０
人
が
参
加
し
、
観
光
振

興
策
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
樹
氷
観
光
の
可
能
性

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
森
吉
山
と
同

じ
く
「
樹
氷
」
を
有
す
る
観
光
地
と
し
て

全
国
的
に
有
名
な
、
青
森
県
八
甲
田
山
、

山
形
県
蔵
王
の
関
係
者
を
交
え
て
樹
氷
の

魅
力
を
再
認
識
し
、
樹
氷
観
光
の
可
能
性

を
探
る
こ
と
を
目
的
に
秋
田
県
が
主
催
し

た
も
の
で
す
。

　
は
じ
め
に
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画
東

北
事
業
部
担
当
部
長
の
川
村
徹
さ
ん
が
、

「
樹
氷
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
」
と
題
し

て
講
演
し
ま
し
た
。
川
村
さ
ん
は
「
そ
の

場
所
に
自
分
も
行
き
た
い
と
思
わ
せ
る
よ

う
な
情
報
を
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
た
う
え
で
「
蔵
王
、
八

甲
田
、
森
吉
の
周
遊
コ
ー
ス
を
作
り
、
１

か
所
を
見
に
行
っ
た
ら
残
り
２
か
所
も
見

た
い
と
思
わ
せ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
っ
て

み
て
は
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
最
後
に

「
何
よ
り
も
地
域
の
魅
力
に
気
づ
き
、
そ

れ
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
大
事
。
観
光
業

者
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
魅
力
を
発
信
し
て
い
け
る
環
境

づ
く
り
を
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
東
北
観
光
推
進
機
構
第
一
事

業
部
長
の
長
谷
川
博
樹
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
、
講
演
の
講
師
を
務
め
た
川

村
さ
ん
、
タ
カ
ミ
ヤ
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
代

表
取
締
役
の
岡
崎
彌
平
治
さ
ん
（
山
形

県
）、
酸
ヶ
湯
温
泉
株
式
会
社
社
長
付
の

間
山
良
輔
さ
ん
（
青
森
県
）、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

森
吉
山
理
事
長
の
片
岡
信
幸
さ
ん
の
４
人

の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
言
を
聴
き
、

世
界
に
誇
る
樹
氷
群
の
情
報
発
信
の
方
法

や
ほ
か
の
観
光
資
源
と
の
連
携
の
大
切
さ

を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲4人のパネリストが、樹氷を生かした
観光地づくりについて話し合いました

   「
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト
リ
ー
ト 

in

あ
に
」
が
、
２
月
21
日
に
阿
仁
合
駅
前
周

辺
な
ど
を
会
場
に
開
か
れ
、
大
勢
の
人
が

幻
想
的
な
雪
景
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド

ル
ス
ト
リ
ー
ト
実
行
委
員
会
（
福
森
卓
実

行
委
員
長
）
と
阿
仁
合
駅
周
辺
活
性
化
実

行
委
員
会
（
石
田
一
男
会
長
）
が
主
催
し

今
回
で
10
回
目
で
す
。 

　
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
に
は
阿
仁
合
保
育
園
、

阿
仁
合
小
学
校
、
阿
仁
・
合
川
中
学
校
、

秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
、
地
元
の
企
業
や

地
域
住
民
な
ど
大
勢
が
参
加
し
、
阿
仁
合

駅
前
な
ど
に
設
け
た
雪
山
や
約
1
キ
ロ
の

道
路
沿
い
の
雪
の
壁
に
ろ
う
そ
く
を
入
れ

る
ホ
ル
ダ
ー
作
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
午
後
６
時
、
ろ
う
そ
く
に
火
が
灯
さ
れ

る
と
、
温
か
い
光
が
地
区
一
帯
に
広
が
り

ま
し
た
。
阿
仁
合
駅
前
や
消
防
本
部
阿
仁

分
署
の
駐
車
場
に
は
、
色
彩
豊
か
に
ペ
イ

ン
ト
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
い
、
た
く

さ
ん
の
ろ
う
そ
く
で
灯
し
た
「
ス
ノ
ー
マ

ウ
ン
テ
ン
」
が
、
阿
仁
異
人
館
は
、
秋
田

大
学
北
秋
田
分
校
デ
ザ
イ
ン
の
「
森
吉

山
」
と
「
安
の
滝
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
青

と
白
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
飾
ら
れ
、
テ
ラ
ス
で
は
ミ
ニ
ラ

イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
花
火
も
打
ち
上
げ
ら
れ
、
音
と

光
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

▲阿仁異人館に設置されたイルミネー
ション

▲阿仁合保育園制作のスノーマウンテン

森
吉
山
樹
氷
フ
ォ
ー
ラ
ム

樹
氷
観
光
の
可
能
性
を
考
え
る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
為
三
さ
ん
！
」
制
作
発
表
会

市
生
誕
の
成
田
為
三
を
テ
ー
マ
に
舞
台
化

ろ
う
そ
く
の
明
か
り
で
楽
し
む
雪
景
色

ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト
リ
ー
ト 

in 

あ
に

◇
2
月
16
日
〜
3
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

２
月
18
日（
水
）▽
北
秋
田
市
企
業
立
地
協
力
推
進
委
員
懇
談
会（
東
京
都
）

19
日（
木
）▽
合
川
・
森
吉
・
鷹
巣
南
中
学
校
北
秋
田
合
同
ス
キ
ー
チ
ー
ム
全
国

ス
キ
ー
大
会
成
績
報
告（
本
庁
舎
）

23
日（
月
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
取
締
役
会（
阿
仁
庁
舎
）

24
日（
火
）▽
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

25
日（
水
）▽
第
５
回
北
秋
田
市
土
地
改
良
区
統
合
整
備
推
進
協
議
会（
中
央
公

民
館
）▽
北
秋
田
市
高
齢
者
福
祉
計
画・介
護
保
険
事
業
計
画
検
討
委

員
会
答
申（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
誘
致
企
業
懇
談
会（
北
秋
田
市
産

業
会
館
）

26
日（
木
）▽
わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
為
三
さ
ん
！
」制
作
発
表
会（
秋
田
市
）

▽
部
長
会
議（
本
庁
舎
）▽
第
29
回
国
民
文
化
祭
北
秋
田
市
実
行
委
員

会
第
４
回
総
会（
本
庁
舎
）

27
日（
金
）▽
森
吉
山
樹
氷
フ
ォ
ー
ラ
ム（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
）▽
鷹

巣
中
央
自
治
会「
市
長
と
語
る
会
」（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

３
月
１
日（
日
）▽
秋
田
県
立
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
第
４
回
卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）

２
日（
月
）▽
秋
田
県
地
域
医
療
対
策
協
議
会（
秋
田
市
）

３
日（
火
）▽
平
成
27
年
北
秋
田
市
議
会
３
月

　
　
　
　
定
例
会
本
会
議（
〜
19
日・議
事
堂
）

８
日（
日
）▽
森
吉
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

（
同
校
）

13
日（
金
）▽
平
成
26
年
度
高
鷹
大
学
卒
業

　
　
　
　
式
・閉
講
式（
文
化
会
館
）

14
日（
土
）▽
合
川
東
小
学
校
閉
校
式
・
記
念

碑
除
幕
式（
同
校
）

▲高鷹大学卒業式であいさつ
する津谷市長
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市
内
の
手
芸
愛
好
家
が
作
っ
た
つ
る
し
雛

と
人
形
の
作
品
展
が
、
２
月
17
日
か
ら
３
月

11
日
ま
で
合
川
公
民
館
で
開
か
れ
、
大
勢
の

来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
作
品
は
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ほ
っ
と
駅

か
た
る
べ
」
で
開
い
て
い
る
手
芸
教
室
で
講

師
を
務
め
る
佐
藤
き
く
え
さ
ん
と
生
徒
14
人

が
、
不
用
に
な
っ
た
着
物
の
布
な
ど
を
縫
い

合
わ
せ
、
丹
精
込
め
て
作
っ
た
約
30
点
。

　
こ
の
う
ち
つ
る
し
雛
は
、
高
さ
約
２
メ
ー

ト
ル
の
木
製
の
台
か
ら
ひ
も
を
た
ら
し
、
健

康
や
長
寿
、
五
穀
豊
穣
な
ど
の
願
い
を
込
め

た
三
番
叟
や
金
魚
、
鯛
、
エ
ビ
、
カ
ブ
ト
な

ど
の
縁
起
物
の
飾
り
を
つ
る
し
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
一
つ
一
つ
じ
っ
く
り

見
な
が
ら
、
作
品
の
出
来
栄
え
に
感
心
し
て

い
ま
し
た
。

▲丁寧に作られた作品に見入ったり、写真
を撮ったりする来場者

丹精込めた作品華やかに ●合川公民館「つるし雛作品展」

　
市
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

（
神
谷
彰
会
長
）
主
催
の
「
在
宅
医
療
・
介

護
研
修
会
」
が
、
３
月
14
日
に
鷹
巣
保
健
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
医
療
や
介
護
、
福
祉
関

係
者
な
ど
約
１
１
０
人
が
、
職
種
間
の
連
携

の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
秋
田
大
学
大
学
院
医
学
系

研
究
科
の
中
村
順
子
教
授
が
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
求
め
ら
れ
る
在
宅
医
療
・
ケ

ア
」
と
題
し
て
講
演
。
中
村
教
授
は
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、
ケ
ア
が
必
要
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

く
最
後
ま
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
支
援
が
一

体
的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
」
と
説
明
し
、
そ

の
構
築
に
は
「
関
わ
る
人
、
機
関
が
平
等
な

関
係
で
、
連
絡
や
相
談
だ
け
で
な
く
踏
み
込

ん
だ
連
携
が
必
要
」
と
強
調
し
ま
し
た
。▲約110人が参加し、在宅医療とケアにつ

いて理解を深めた研修会

地域包括ケアシステムを学ぶ ●在宅医療・介護研修会

▲津谷市長に大会結果と今後の抱負を述べ
る女子チームの選手たち

インターハイ準優勝を報告 ●秋田北鷹高校スキー部

　
第
３
回
薬
師
山
ミ
ニ
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

が
、
３
月
15
日
に
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
で

開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
参
加
し
た
40
人
が
バ

イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
県
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合
（
小
坂

誠
会
長
）
が
、
小
・
中
・
高
校
生
た
ち
へ
の

競
技
普
及
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
競
技
は
３
キ
ロ
ス
プ
リ
ン
ト
で
、
１
周
１

キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
３
周
、
そ
の
間
に
1
回
５

発
の
射
撃
を
２
回
行
い
、
的
を
外
し
た
数
だ

け
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
コ
ー

ス
を
周
回
す
る
も
の
。
今
大
会
で
は
、
人
体

に
危
険
が
な
く
誰
で
も
扱
え
る
赤
外
線
式
の

ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
を
使
用
し
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
10
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
的
を

外
さ
な
い
よ
う
に
ね
ら
い
を
定
め
な
が
ら
、

真
剣
な
表
情
で
射
撃
を
し
て
い
ま
し
た
。▲クロスカントリーで滑った後、呼吸を整

えてビームライフルを撃つ選手

ビームライフルで射撃に挑戦 ●第3回薬師山ミニバイアスロン大会

　
第
35
回
県
民
歩
く
ス
キ
ー
の
つ
ど
い
が
、

２
月
22
日
に
県
立
北
欧
の
杜
公
園
で
開
か
れ
、

市
内
の
ほ
か
大
館
市
や
上
小
阿
仁
村
、
秋
田

市
な
ど
か
ら
参
加
し
た
幼
児
か
ら
70
代
ま
で

の
約
２
７
０
人
が
、
自
然
と
触
れ
合
い
な
が

ら
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
公
園
内
の
広
大
な
雪
原
に
作

ら
れ
た
１
キ
ロ
、
３
キ
ロ
、
５
キ
ロ
、
８
キ

ロ
の
コ
ー
ス
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
滑

り
、
な
か
に
は
２
周
、
３
周
す
る
参
加
者
も

み
ら
れ
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
後
は
、
心
の
こ
も
っ
た
温
か
い
豚

汁
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
合
川
特
産
の
比

内
地
鶏
き
り
た
ん
ぽ
セ
ッ
ト
や
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
用
ス
キ
ー
な
ど
、
約
１
０
０
本
の
景

品
が
当
た
る
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
会
場
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

▲思い思いのペースで公園内を滑走する参
加者

自然と触れ合い心地よい汗 ●第35回県民歩くスキーのつどい

▲各大会での頑張りを津谷市長に報告する選
手たち

大会での好成績を報告 ●中学校スキー北秋田合同チーム
　
ス
キ
ー
の
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
の
リ
レ
ー
で
準
優
勝
に

輝
い
た
秋
田
北
鷹
高
校
の
選
手
た
ち
が
、
３

月
17
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
大
会
結
果
を
津

谷
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
報
告
に
訪
れ
た
の
は
、
主
将
の

佐
藤
葵
さ
ん
、
藤
田
菜
々
瀬
さ
ん
、
土
濃
塚

世
奈
さ
ん
、
田
山
優
月
さ
ん
（
と
も
に
２
年
）。

　
同
チ
ー
ム
は
、
２
月
に
鹿
角
市
で
行
わ
れ

た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
女
子
リ
レ
ー
に
1
走
藤

田
、
２
走
佐
藤
、
３
走
土
濃
塚
の
メ
ン
バ
ー

で
臨
み
、
準
優
勝
を
飾
っ
た
ほ
か
、
個
人
で

も
藤
田
さ
ん
が
フ
リ
ー
競
技
６
位
、
ク
ラ
シ

カ
ル
競
技
９
位
と
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
報
告
を
受
け
津
谷
市
長
は
「
こ
れ
ま
で
以

上
に
鍛
え
て
、来
年
は
優
勝
し
て
く
だ
さ
い
」

と
今
後
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
中
学
校
ス
キ
ー
の
全
県
、
東
北
及
び
全
国

大
会
で
活
躍
し
た
北
秋
田
合
同
チ
ー
ム
の
選

手
が
、
２
月
19
日
に
市
役
所
を
訪
れ
津
谷
市

長
に
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
東
北
大
会
に
は
10
人
が
出
場
し
、

男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
競
技
と
フ
リ
ー
競
技
で
、

合
川
中
学
校
３
年
の
土
濃
塚
悠
成
さ
ん
が
優

勝
を
飾
っ
た
ほ
か
、
リ
レ
ー
で
は
、
合
川
中

学
校
の
男
子
と
森
吉
中
学
校
の
女
子
が
共
に

４
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
大
会
に
は
８
人
が
出
場
し
、

土
濃
塚
さ
ん
が
ク
ラ
シ
カ
ル
競
技
で
準
優
勝
、

フ
リ
ー
競
技
で
５
位
入
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
報
告
を
受
け
、
津
谷
市
長
は
「
皆
さ
ん
が

素
晴
ら
し
い
成
績
を
上
げ
、
市
民
も
勇
気
と

元
気
を
も
ら
っ
た
」
な
ど
と
述
べ
、
選
手
た

ち
の
健
闘
を
称
え
ま
し
た
。

ゆ
う
せ
い

な 

な 

せ

ゆ
づ
き

あ
お
い

せ　
な
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読
書
の
あ
と
で
・
・
・

読
書
の
あ
と
で
・
・
・

小
学
校
３
年
生（
応
募
者
52
人
）

特
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

小
学
校
４
年
生（
応
募
者
33
人
）

特
選

入
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

小
学
校
５
年
生（
応
募
者
29
人
）

特
選

入
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

桜
庭
春
希

川
村
晴
仁

河
田
晃
和

青
木
佳
音

今
野
彩
花

成
田
昇
永

岩
本
莉
々

松
浦
鷹
祐

松
橋
賢
輝

成
田
美
海

鎌
田
莉
子

藤
田
み
る
る

田
中
元
輝

伊
藤
心
美

戸
嶋
明
日
羽

藤
井
海
晴

佐
々
木　

悠

岩
谷
真
帆

長
崎
茉
宙

清
水
香
潤

土
濃
塚　

翔

岩
谷
俊
征

中
田
裕
生

佐
藤
陽
葵

阿
部
輝
月

奥
山
愛
理

鷹
巣
小

鷹
巣
小

合
川
北
小

鷹
巣
小

鷹
巣
小

鷹
巣
東
小

鷹
巣
南
小

前
田
小

阿
仁
合
小

合
川
小

鷹
巣
南
小

前
田
小

合
川
小

合
川
北
小

鷹
巣
小

鷹
巣
小

鷹
巣
小

鷹
巣
東
小

鷹
巣
中
央
小

合
川
小

合
川
小

綴
子
小

鷹
巣
南
小

米
内
沢
小

鷹
巣
小

鷹
巣
東
小

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

小
学
校
６
年
生（
応
募
者
30
人
）

特
選

入
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

中
学
校
１
年
生（
応
募
者
23
人
）

特
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

中
学
校
２
年
生（
応
募
者
42
人
）

入
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

高
校
・
一
般（
応
募
者
１
人
）

佳
作

金
澤
き
ら
ら

成
田
風
花

松
岡
海
音

小
林
さ
や

近
藤
真
凜

三
沢
紅
葉

本
城
谷
雪
乃

佐
藤
竜
大

小
坂
朝
陽

高
橋
羽
都
紀

宮
野
　

萌

庄
司
和
奏

津
嶋
　

怜

鎌
田
彩
夢

高
谷
萌
夏

若
松
未
結

織
田
航
平

金
森
翔
也

藤
嶋
陽
苗

佐
藤
柚
羽

澤
藤
真
衣

九
嶋
希
莉

奥
山
容
子

佐
藤
珠
海

藤
本
康
子

鷹
巣
東
小

鷹
巣
西
小

合
川
東
小

合
川
北
小

合
川
北
小

綴
子
小

鷹
巣
中
央
小

米
内
沢
小

鷹
巣
東
小

綴
子
小

綴
子
小

鷹
巣
南
中

鷹
巣
中

阿
仁
中

鷹
巣
南
中

森
吉
中

阿
仁
中

合
川
中

鷹
巣
南
中

森
吉
中

合
川
中

鷹
巣
南
中

森
吉
中

森
吉
中

住
吉
町

佳
作

佳
作

小
学
校
１
年
生（
応
募
者
２
０
４
人
）

特
選

特
選

入
選

入
選

入
選

入
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

大
川
　

凛

佐
藤
　

仁

三
浦
　

優

近
藤
向
日
葵

瀬
田
川
七
星

田
島
正
悠

髙
橋
佑
美
子

米
澤
鷹
介

三
浦
万
里

櫻
田
凪
砂

松
橋
瑛
友

佐
藤
美
優

藤
嶋
理
美

北
林
叶
多

織
田
恒
星

加
賀
谷
琉
斗

伊
藤
颯
汰

高
橋
翔
平

松
井
飛
翔

七
日
市
保

綴
子
保

鷹
巣
小

合
川
小

鷹
巣
小

鷹
巣
小

鷹
巣
東
小

綴
子
小

米
内
沢
小

合
川
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
南
小

鷹
巣
西
小

米
内
沢
小

前
田
小

阿
仁
合
小

大
阿
仁
小

合
川
東
小

合
川
北
小

《特選》 鷹巣中央保（６歳）　長谷川七海 さん
題名　ハロウィンで くろねこに なりたいな
書名　ハロウィンのランプ

《特選》 鷹巣中央保（６歳）　成田 空 さん
題名　どんぐりさん、うみのなかは きもちいい？
書名　どんぐりむらのほんやさん

幼
稚
園
・
保
育
園（
応
募
者
１
７
９
人
）

特
選

特
選

入
選

入
選

入
選

入
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

長
谷
川
七
海

成
田
　

空

大
関
翔
竜

金
澤
岳
和

松
橋
煌
介

近
藤
咲
太

澤
藤
琉
華

三
浦
羽
菜

金
野
駿
生

長
岐
好
誠

齋
藤
謙
心

播
磨
史
恩

多
賀
谷　

宗

松
橋
慶
人

櫻
庭
詢
也

越
山
壮
汰

鷹
巣
中
央
保

鷹
巣
中
央
保

鷹
巣
東
保

鷹
巣
東
保

大
阿
仁
保

あ
い
か
わ
保

あ
い
か
わ
保

し
ゃ
ろ
ー
む

鷹
巣
中
央
保

鷹
巣
東
保

鷹
巣
東
保

米
内
沢
保

前
田
保

阿
仁
合
保

あ
い
か
わ
保

南
鷹
巣
保

北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

《
特
選
》　
鷹
巣
小
１
年　
三
浦 

優 

さ
ん

題
名　
ひ
ま
わ
り 

ゆ
う
え
ん
ち

書
名　
ひ
ま
わ
り

《
特
選
》　
鷹
巣
小
２
年　
布
田
ひ
い
ろ 

さ
ん

題
名　
楽
し
い 

て
ぶ
く
ろ
の 

お
う
ち

書
名　
お
じ
い
さ
ん
の 

て
ぶ
く
ろ

《特選》 合川小１年　近藤向日葵 さん
題名　にじうおの なかま
書名　こわくないよ にじいろのさかな

《特選》 米内沢小２年　伊東洸太 さん
題名　うちゅうで ザリガニと あそんでいるよ
書名　うちゅう

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

　

読
書
を
通
じ
て
豊
か
な
心
と

　

夢
を
育
み
、
充
実
し
た
毎
日
を

　
平
成
26
年
度
北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・

読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、

２
月
28
日
に
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
特
選
・
入
選
・
佳
作
に

輝
い
た
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
読
書
を
通
じ
て
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
読
書
感
想

文
部
門
に
２
１
０
点
、
読
書
感
想
画
部
門

に
は
５
７
３
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
、
津
谷
憲
司
教
育
次
長
は

「
市
で
は
心
豊
か
な
夢
を
育
む
子
ど
も
の

図
書
活
動
の
推
進
を
目
標
に
掲
げ
、
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
計
画
を
実
施
し
て
い
る
。

読
書
の
後
に
振
り
返
っ
て
文
に
し
た
り
絵

に
し
て
み
た
り
す
る
こ
と
で
、
表
現
力
が

自
然
に
身
に
付
く
と
思
う
。
若
い
頃
か
ら

読
書
の
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
は
、
皆

さ
ん
の
人
生
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
く

れ
る
。
皆
さ
ん
が
読
書
を
通
じ
て
豊
か
な

心
と
夢
を
育
み
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
な
ど
と
主
催

者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
。

　
こ
の
あ
と
、
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
小
学

校
の
部
で
特
選
に
輝
い
た
鷹
巣
小
学
校
３

年
の
桜
庭
春
希
さ
ん
と
、
合
川
北
小
学
校

６
年
の
近
藤
真
凛
さ
ん
が
受
賞
作
品
を
朗

読
し
、
読
書
で
得
た
感
動
を
会
場
の
皆
さ

ん
に
伝
え
た
ほ
か
、
読
書
感
想
画
、
読
書

感
想
文
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
ご
と
に
入
賞

者
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
津
谷
教
育
次

長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

小
学
校
２
年
生（
応
募
者
１
９
０
人
）

特
選

特
選

入
選

入
選

入
選

入
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

布
田
ひ
い
ろ

伊
東
洸
太

大
塚
ゆ
う
や

日
下
部　

樹

米
村
海
希

佐
藤
笑
菜

白
旗
水
音

工
藤
奏
汰

千
葉
し
ん
い
ち
ろ
う

西
根
こ
こ
ろ

佐
藤
　

凛

長
岐
透
亜

戸
嶋
心
花

佐
藤
智
美

西
根
直
哉

松
橋
琉
愛

木
村
珠
理

木
村
陽
奈

鷹
巣
小

米
内
沢
小

鷹
巣
小

鷹
巣
東
小

綴
子
小

鷹
巣
中
央
小

米
内
沢
小

合
川
東
小

鷹
巣
小

鷹
巣
小

綴
子
小

鷹
巣
南
小

鷹
巣
西
小

前
田
小

阿
仁
合
小

大
阿
仁
小

合
川
小

合
川
北
小

は

る

き

は

る

と

あ

き

と

か

の

ん

あ

や

か

し
ょ
う
え
い

り

り

よ
う
す
け

よ

し

き

み

う

り

こ

げ

ん

き

こ

こ

み

あ

す

は

か
い
せ
い

は
る
か

ま

ほ

ま

ひ

ろ

こ
う
じ
ゅ
ん

し
ょ
う

し
ゅ
ん
せ
い

ゆ
う
せ
い

ひ

よ

り

か

づ

き

あ

い

り

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

ふ

う

か

か

の

ん

ま

り

ん

も

み

じ

ゆ
き
の

た
つ
ひ
ろ

あ

さ

ひ

は

つ

きも
え

わ

か

な
れ
い

あ

み

も

え

か

み

ゆ

こ
う
へ
い

し
ょ
う
や

ひ

な

ゆ

ず

は

ま

い

き

り

ま

さ

こ

た

ま

み

や

す

こ

な
な
み

そ
ら

と

わ

た
け
か
ず

こ
う
す
け

し
ょ
う
た

る

か

は

な

し
ゅ
ん
き

こ
う
せ
い

け
ん
し
ん

し

お

ん
し
ゅ
う

け

い

と

じ
ゅ
ん
や

そ

う

た

り
ん

じ
ん

ゆ
う

ひ

な

た

な
な
せ

ま
さ
は
る

ゆ

み

こ

よ
う
す
け

ば

ん

り

な

ぎ

さ

え

い

と

み

ゆ

う

り

み

か

な

た

こ
う
せ
い

る
い
と

そ

う

た

し
ょ
う
へ
い

ひ
し
ょ
う

こ

う

た
い
つ
き

み

ず

き

え

み

な

み

お

か

な

た
り
ん

と

う

あ

こ

こ

な

と

も

み

な

お

や

る

あ

し

ゅ

り

ひ

な

　▲読書感想文コンクール入賞者への表彰状授与

平成26年度北秋田市読書感想文・読書感想画コンクール平成26年度北秋田市読書感想文・読書感想画コンクール
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学びの広場

　
平
成
27
年
度
高
齢
者
大
学
を
各
地
区
で

５
月
に
開
講
し
ま
す
。受
講
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、生
涯
学
習
課
又
は
各
公
民
館
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
各
大
学
共
通
】

 

対
象
者　
55
歳
以
上
の
方

 

運
営
費（
負
担
金
）　

１
０
０
０
円

 

〇
高
鷹
大
学

テ
ー
マ

 「
仲
間
と
の
絆
を
深
め
、と
も
に
学
ぼ
う
」

内
容　
全
体
講
座
な
ど
年
６
回
程
度

　
　
　
（
ク
ラ
ブ
活
動
は
月
１
〜
２
回
）

受
付
期
間　

４
月
１
日（
水
）〜
16
日（
木
）

　
　
　
中
央
公
民
館　
☎
62‐

１
１
３
０

 

〇
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学

テ
ー
マ

 「
仲
間
と
の
絆
を
深
め
、と
も
に
学
ぼ
う
」

内
容　
年
８
回
実
施
の
予
定（
学
習
会
、移

動
教
室
、ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
な
ど
）

受
付
期
間　

４
月
１
日（
水
）〜
30
日（
木
）

　
　
　
合
川
公
民
館　
☎
78‐

２
１
１
４

 

〇
森
吉
大
学

テ
ー
マ 「
共
に
歩
む
学
び
の
輪
」

内
容　
年
６
回
実
施
の
予
定（
講
演
会
、移

動
研
修
、学
習
会
な
ど
）

受
付
期
間　

４
月
１
日（
水
）〜
23
日（
木
）

　
　
　
森
吉
公
民
館　
☎
72‐

３
２
５
９

慰
め
よ
う
と
家
臣
が
披
露
し
た
道
中
芸

能
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大

名
行
列
風
の
仕
立
で
行
わ
れ
、
移
動
す

る
様
子
は
壮
観
な
も
の
で
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
伝
承
体
制
〉

　
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
現
在
は
中
止

し
て
い
ま
す
が
、
若
者
や
子
ど
も
た
ち

に
継
承
さ
れ
、
復
活
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

◇
開
催
日
・
場
所

　
ふ
る
さ
と
学
習
の
一
環
と
し
て
阿
仁

中
祭
で
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
平
成
７
年
３
月
６
日
市
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
作
成

資
料
、「
秋
田
民
俗
芸
能
ア
ー
カ
イ
ブ

ス
」（
国
際
教
養
大
学
）、
幸
屋
自
治
会

か
ら
の
聞
き
取
り

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
委
員　
照
内
捷
二

50人に卒業証書を授与50人に卒業証書を授与

　▲佐藤学長から卒業証書を受け取る卒業生たち

　合川ことぶき大学（佐藤隆男学長）の卒業式が、
３月13日に合川農村環境改善センターで行われ、
健康で２年間の学習を終えたことを祝いました。
　この大学は、高齢者を対象とした通年の生涯学習
講座で、２年を１期として行われています。
　この日は、出席した19期生50人に卒業証書が授
与されたほか、卒業生を代表して畠山直美さんが「合
川ことぶき大学生としてお互いに交流を深め合い学
ばせてもらった」と謝辞を述べました。卒業式後に
は学習会が開催され、秋田県観光連盟の永坂洋男さ

んが、現在の秋田の観光について講話し、学生たち
は秋田の観光事業に大変興味を持った様子でした。

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

85

○「
幸
屋
獅
子
踊
」

◇
所
在
地　
北
秋
田
市
阿
仁
幸
屋

◇
管
理
者　
幸
屋
自
治
会

〈
内
容
〉

　
も
と
は
「
幸
屋
の
獅
子
踊
り
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
早
く
か
ら
獅
子

踊
り
が
廃
れ
、
残
さ
れ
た
「
棒
使
い
」

と
「
奴
踊
り
」
だ
け
で
郷
土
芸
能
と
し

て
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

〈
構
成
〉

▽
棒
使
い
…
一
人
棒
、
二
人
棒
、
三
人

　
　
　
　
　

使
い 

な
ど

▽
扇
奴
…
下
拭
き
奴
、
も
み
じ
奴
、
通

　
　
　
　
り
奴
、
こ
め
と
ぎ
奴 

な
ど

　
か
つ
て
は
村
中
を
露
払
い
、
棒
使
い
、

扇
奴
、
獅
子
踊
り
の
順
で
行
進
し
、
神

社
で
奉
納
の
舞
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
30
年
代
ま
で
は
万
歳
も
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
お
り
、
獅
子
踊
り
の
歌
詞
と

万
歳
の
台
詞
は
、
現
在
も
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。

〈
起
源
〉

　
慶
長
７
年
（
１
６
０
２
年
）
に
佐
竹

氏
が
常
陸
（
現
茨
城
県
）
か
ら
秋
田
に

転
封
に
な
っ
た
と
き
、
道
中
の
旅
情
を

～第19期生合川ことぶき大学卒業式～

申
問

北
秋
田
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

（
民
俗
芸
能
）

　　幸屋獅子踊（扇奴）

　
中
央
公
民
館
通
年
講
座
募
集

申
問
　
　

 

中
央
公
民
館 

☎
62‐

１
１
３
０

　中央公民館定期講座「グッドライフ講座」が、２
月19日に中央公民館で開催され、「一杯の味噌汁プ
ロジェクト」発起人の小山明子さん（秋田市）を講
師に、「味噌汁」の持つ効用について学びました。
　東日本大震災がこのプロジェクトのきっかけに
なったという小山さんは、家族一緒にご飯と味噌汁
を食べることが子どもたちの心身の成長に大きく役
立つことにふれ、栄養成分が豊富な秋田の味噌を
使った直径４センチほどの簡単インスタント味噌汁
「味噌ボール」を参加者と作り食育に理解を深めた 　▲味噌汁の魅力を学ぶ受講生

ほか、にんじん、ねぎ、しいたけ、ちくわ、ごまな
ど具材たっぷりの味噌汁も試食しました。

 

高
齢
者
大
学
受
講
生
募
集
！

 　
各
大
学
と
も
５
月
開
講
で
す

 

〇
阿
仁
生
き
活
き
大
学

テ
ー
マ

 「
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
学
び
あ
お
う
」

内
容　
年
６
回
実
施
の
予
定（
講
演
会
、移

動
研
修
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
）

受
付
期
間　

４
月
１
日（
水
）〜
24
日（
金
）

　
　
　
阿
仁
公
民
館　
☎
82‐

２
２
２
０

■
母
と
子
の
わ
く
わ
く
広
場

　
入
園
前
（
満
１
歳
以
上
）
の
子
ど
も
と

保
護
者
を
対
象
に
、
親
子
で
身
体
を
動
か

し
、
遊
び
を
通
し
た
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

す
る
講
座
で
す
。
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ

さ
ん
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

開
催
日　
毎
月
第
２
月
曜
日

　
　
　
　

※

４
月
は
20
日（
月
）

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　
中
央
公
民
館

参
加
料　
無
料　
　
定
員　
20
人

　
公
民
館
を
使
用
す
る
団
体
で
、
今
年
度

「
公
民
館
使
用
料
減
免
登
録
証（
カ
ー
ド
）」

の
交
付
を
希
望
す
る
団
体
は
、
各
公
民
館

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昨
年
度
交
付
さ
れ
た
団
体
で

あ
っ
て
も
、
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

「子ども・子育て支援新制度」を学ぶ「子ども・子育て支援新制度」を学ぶ
～子育て応援オープン講座～

 

公
民
館
使
用
料
減
免
登
録
申
請

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
各
公
民
館
へ

申
問

申
問

申
問

ま
ん
さ
い

一杯の味噌汁から何かが始まる！一杯の味噌汁から何かが始まる！
～中央公民館「グッドライフ講座」～

て
ん
ぽ
う

　４月から本格実施される「子ども・子育て支援新
制度」を学ぶ、子育て応援オープン講座が、３月９
日に文化会館で開かれました。
　講座では、恵泉女学園大学大学院教授で内閣府子
ども・子育て会議委員の大日向雅美氏が、国の最重
要施策となった「子ども・子育て支援」について講演。
この中で大日向氏は、育児不安や子育て家庭の孤立、
虐待の増加など、今なお厳しい子育てをめぐる現状
を挙げ「新制度は、全ての子どもに良質な発達環境
の保障と親の生活支援、女性の就労社会参加支援と 　▲大日向氏の講演を熱心に聴講する受講者

の両立を目指す」などと述べ、参加者は新制度の仕
組みと子育てについて理解を深めました。
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申請場所及び方法

【お問い合わせ】　都市計画課都市計画住宅係　☎72-5246

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
、
改
修
計
画
、

改
修
工
事
に
係
る
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

　

昭
和56
年
５
月31
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
木
造
戸
建
住
宅
（
併
用
住
宅
の
場

合
は
、
住
宅
部
分
の
面
積
が
２
分
の
１

以
上
の
住
宅
）
を
所
有
す
る
個
人

【
対
象
と
な
る
工
事
】　

①
耐
震
診
断
（
建
物
の
強
度
を
調
べ
地

震
に
対
す
る
安
全
性
を
評
価
し
ま
す
）

※
①
の
結
果
に
よ
っ
て
、
次
の
②・③

の
工
事
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

②
改
修
計
画
（
補
強
・
改
修
工
事
の
計

画
や
設
計
）

③
耐
震
改
修
工
事
（
耐
震
の
た
め
の
補

強
・
改
修
）

【
補
助
金
の
額
及
び
申
請
の
受
付
期
間
】

▽
耐
震
診
断
…
…
…
費
用
の
３
分
の
２

　
　
（
上
限
額
３
万
円
）

　
　
《
受
付
期
間
》　
11
月30
日
ま
で

▽
耐
震
改
修
計
画
…
費
用
の10
分
の
９

（
上
限
額20
万
円
）

　
　
《
受
付
期
間
》　
12
月28
日
ま
で

▽
耐
震
改
修
工
事
…
費
用
の
２
分
の
１

（
上
限
額30
万
円
）

　
　
《
受
付
期
間
》　
12
月28
日
ま
で

申
請
の
前
に
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

（
都
市
計
画
住
宅
係 

☎
72
‐
５
２
４
６
）

木
造
住
宅
耐
震
補
助
事
業

木
造
住
宅
耐
震
補
助
事
業

住宅リフォーム緊急支援事業のお知らせ住宅リフォーム緊急支援事業のお知らせ
市民の皆さんが市内業者を利用して行う住宅のリフォーム又は増改築に補助金を交付します。
①住宅のリフォーム・増改築工事
　補助対象となる工事費の10分の１の金額（限度額 20万円）　

②耐震・断熱、省エネ、バリアフリー、屋根の克雪対策に有効な工事
　補助対象となる工事費の10分の１の金額（限度額 25万円）

☆「住宅のリフォーム・増改築工事」と「耐震・
断熱、省エネ、バリアフリー、屋根の克雪対
策に有効な工事」の申請の併用はできません。

☆補助金の交付申請は、同一年度内で一回のみ
に限られています。

☆前年度までに本事業を利用された方でも、補
助を受けた工事箇所・工事内容と異なる場合
は対象になりますが、その場合は先に受けた
補助金と合わせて20万円又は25万円が限度額
となります。

〇市に住民登録をされている方
〇市税等を滞納していない方（工事する住宅に住む親
族を含む）

〇市内にある住宅（別荘等を除く）
〇賃貸（賃貸予定も含む）をしていない住宅
〇併用住宅は、住宅部分の面積が２分の１以上の住宅
〇申請者又は親や子が所有し、かつ居住する住宅
〇市長が同等と認める場合

〇補助対象となる工事費用が 50万円以上の工事
〇平成 28年３月 25日までに完了する工事
〇市内に本店のある業者又は住民登録している個人が
施工する工事
（補助対象とならないもの）
▽対象工事が重複する市補助制度の補助金に相当する
費用（浄化槽設置補助、介護保険住宅改修費支給など）
▽公共工事の施行に伴う補償費の対象となる工事費用
▽門・塀等、いわゆる外構工事費用
▽重複計上が認められていない他の補助制度を利用す
る工事費用
▽補助金の交付が適当でないと認められる工事費用

受付開始　平成 27年４月１日から
申請場所　都市計画課（森吉庁舎）、生活課（本庁舎）、

合川及び阿仁総合窓口センター
申請方法　工事着手前に補助金交付申請書に次の書類

を添付して提出してください。
工事契約書又は請書の写し／内訳明細書又は見積

書の写し／工事着工前の写真（施工箇所がはっきり
と分かる写真）／その他必要と認める書類／②の場
合、上記に加え 工事概要書／指定見積書／図面等

　対象となる方

　対象となる住宅

　対象となる工事

　対象となる方

　対象となる住宅

　対象となる工事

ご注意く
ださい

ご注意く
ださい

秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙
４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。
　投票の際は、入場券表面の「投票所」欄を確認の
うえ、お間違えのないようお願いします。

　期日前投票所は、市内６か所で４月４日（土）から４月
11日（土）まで開設します。
　期日前投票の際は、入場券裏面に必要事項を記入のうえ、
投票所においでください。

４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。４月３日告示、４月 12日投票の日程で行われます。

せ
ん
き
ょ

（
入
場
券
裏
面
）

期日前投票は、投票区を問わず、どの投票所でも投票できます。

秋田県議会議員一般選挙
【期日前投票ができる期間】
　　　　　４月４日（土） ～ ４月１１日（土）
【期日前投票ができる場所・時間】
■市役所本庁舎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・午前８時30分～午後８時
■合川・森吉・阿仁庁舎・前田公民館・・・・・午前８時30分～午後７時
■いとく鷹巣ショッピングセンター・・・・午前９時～午後７時

期日前・不在者投票宣誓書兼請求書
　私は、表記選挙の当日、次の理由に該当する見込みのため期日前・不在者投
票をいたしたく、以下の記載が真実であることを誓い、投票用紙を請求します。

氏　名

（自署）

北 秋 田 市
の 住 所
滞 在 先
の 住 所
連 絡 先
電 話 番 号

請 求 日

生 年 月 日

平成27 年　　月　　日

明・大・昭・平　　年　月　日

北秋田市

理由（該当する番号を○で囲んでください。）
仕事・学業・地域行事の役員・本人又は親族の冠婚葬祭

投票区の区域外へ外出・旅行・滞在

病気・負傷・出産・身体障害等のため歩行困難

住所移転のため、他の市町村に居住

１

２

３

５

【お問合せ先】　〒018-3392　北秋田市花園町19番1号

　北秋田市選挙管理委員会　☎0186-62-6614（直通）

（
入
場
券
表
面
）

選 挙 名
秋田県議会議員一般選挙

鷹 巣 局

料金後納
郵　便

郵便はがき 県
　議

氏　名

住　所 北秋田市

明・大・昭・平　　年　 月　 日生

※　投票所入場券　※

投 票 区

受 付 番 号
選 挙 人
氏 名

投 票 所

投 票 時 間

ページ 番号

管理者

性別

平成 27 年　４ 月　12 日

午前７：００　　から午後　　　　　　　　まで

※投票の際には、必ず「投票所欄」を確認のうえ、
　この入場券を持参してください。
※裏面もご覧ください。

北秋田市選挙管理委員会
委員会 ㊞

〈お問い合わせ〉　北秋田市選挙管理委員会　☎62-6614

（変更前）鷹巣中央保育園 ⇒ （変更後）鷹巣小学校
※投票区域に変更はありません。

（変更前）旧合川東小学校 ⇒ （変更後）上杉あいターミナル

　投票所の変更に伴い、下杉字狐森、小堤、塚ノ岱、上清
水沢の地区は「合川駅前投票区（合川庁舎投票所）」に変更
となります。
　なお、下杉字谷地道の地区は「上杉投票区」になります。

投票所の変更について投票所の変更について

　広報３月号にも掲載しましたが、鷹巣第１投票区と上杉
投票区は、投票所が変更になりますので、ご注意ください。

鷹巣第一投票区鷹巣第一投票区

上 杉 投 票 区上 杉 投 票 区

■北秋田市役所本庁舎
時間：午前８時 30分～午後８時

■合川庁舎、森吉庁舎、阿仁庁舎、
前田公民館（前田出張所）
時間：午前８時 30分～午後７時

■いとく鷹巣ショッピングセンター
時間：午前９時～午後７時

開設場所及び時間開設場所及び時間

４月４日（土）から４月11日（土）まで
期日前投票所期日前投票所

期日前投票は、
投票区を問わず、
どの投票所でも
投票できます。

当日、投票できない方は期日前投票を！当日、投票できない方は期日前投票を！

選びます　秋田の未来　担う人

秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙

選びます　秋田の未来　担う人選びます　秋田の未来　担う人選びます　秋田の未来　担う人
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市
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
の
人
事
異
動
に
あ
た
っ
て
は
、
定
員
適
正
化
計
画
の
着
実
な
推

進
に
配
慮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
文
化
祭
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
国
民
文
化

祭
係
を
廃
止
し
、
も
り
よ
し
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
業
務
開
始
、
鷹
巣
中
央
保

育
園
の
民
間
移
管
に
伴
う
異
動
が
生
じ
て
い
ま
す
。（
異
動
規
模
２
２
４
人
）

■
平
成
27
年
4
月
1
日
職
員
数　

４
９
２
人
（
再
任
用
職
員
５
人
）

　
退
職
27
人
（
う
ち
再
任
用
退
職
５
人
）

　
採
用
14
人
（
一
般
職
10
人
、
保
健
師
１
人
、
消
防
３
人
）

人
　事
　異
　動

　
部
長
、課
長
、主
幹
、退
職
者
等
を

除
き
、昇
格
者
及
び
役
職
、異
動
前

の
所
属
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

（
）は
異
動
前
の
所
属
。☆
は
主
幹

人事異動

 

■
総
務
部

▽
総
務
課
／
総
務
係
＝
村
形
晴
樹
・
長
崎

剛
征
／
危
機
管
理
係
＝
☆
野
呂
雅
弘（
農

林
課
）

▽
総
合
政
策
課
／
政
策
係
＝
☆
三
沢
聡

（
財
政
課
）・
池
田
恒
平
・
藤
島
あ
ゆ
美
／
広

報
係
＝
佐
藤
香
奈
子

 

■
総
務
部
付
職
員　
　
〈　
〉は
派
遣
先

小
林
雅
臣〈
環
境
省
〉／
松
尾
周〈
秋
田
県

地
方
税
滞
納
整
理
機
構
〉／
金
田
陽
平〈
秋

田
県
企
画
振
興
部
市
町
村
課
〉／
畠
山
裕

尚〈
秋
田
県
産
業
労
働
部
産
業
集
積
課
〉／

小
笠
原
武
・
成
田
則
和
・
佐
藤
稚
子
・
高
橋

綾
子・
田
中
有
羽

 

■
財
務
部

▽
財
政
課
／
財
政
係
＝
☆
小
笠
原
隆（
総

務
課
）・
成
田
幸
治

▽
税
務
課
／
課
長
＝
石
崎
賢
一（
医
療
健

康
課
）／
市
税
係
＝
☆
水
木
正
範（
建
設

課
）／
収
納
係
＝
☆
佐
藤
信
也（
生
活
課
）・

神
成
環・
北
林
靖
人・桜
庭
由
貴

 

■
市
民
生
活
部

市
民
生
活
部
長

佐
藤
浩（
生
活
課
長
）

▽
生
活
課
／
課
長
＝
小
松
正
彦（
総
合
政

策
課
）／
環
境
係
＝
☆
石
上
和
彦（
生
涯
学

習
課
）・
佐
藤
義
隆
・
中
嶋
翔
太
／
地
域
推

進
係
＝
長
崎
純
子
／
ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
＝
小
武
海
正
義

▽
市
民
課
／
市
民
係
＝
☆
松
橋
み
ど
り

（
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
）／
国
保
年
金

係
＝
森
川
岳

▽
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
セ
ン
タ
ー

長
＝
小
笠
原
千
春（
合
川
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
）／
市
民
生
活
係
＝
☆
加
藤
裕
久（
福
祉

課
）・藤
嶋
み
ゆ
き・山
本
明
美・平
川
真
由
美

▽
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
セ
ン
タ
ー

長
＝
土
佐
良
成（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）／

市
民
生
活
係
＝
三
浦
広
子
／
前
田
出
張
所

＝
☆
佐
藤
洋
子（
高
齢
福
祉
課
）

▽
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
セ
ン
タ
ー

長
＝
湯
沢
栄
治（
監
査
委
員
事
務
局
）／
市

民
生
活
係
＝
岸
野
奏
子

 

■
健
康
福
祉
部

健
康
福
祉
部
長

柴
田
榮
則（
産
業
部
長
）

▽
福
祉
課
／
保
護
係
＝
☆
福
原
稲
子（
福

祉
課
）・
加
賀
光
也
・
石
川
哲
／
こ
ど
も
福

祉
係
＝
☆
木
村
謙
一（
生
涯
学
習
課
）／
鷹

巣
東
保
育
園
＝
津
谷
恵
子
／
あ
い
か
わ
保

育
園
＝
渡
辺
さ
ゆ
り
・
原
田
慶
子
・
藤
田
美

春
／
米
内
沢
保
育
園
＝
庄
司
美
佳
子
・
山

田
恵
美
子
／
前
田
保
育
園
＝
☆
土
濃
塚
悦

子（
前
田
保
育
園
）・
柴
田
昌
子
／
阿
仁

合
保
育
園
＝
☆
小
林
幸
子（
鷹
巣
中
央

保
育
園
）・山
田
由
喜
子

▽
高
齢
福
祉
課
／
高
齢
福
祉
係
＝
☆
成
田

美
穂
子（
市
民
課
）／
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
＝
☆
中
川
和
恵（
税
務
課
）・
片
岡
透

▽
医
療
健
康
課
／
地
域
医
療
対
策
室
＝
☆

秋
元
泰
之（
内
陸
線
再
生
支
援
室
）／
健
康

推
進
係
＝
五
十
嵐
香
菜
子
・
長
崎
由
貴
子

／
米
内
沢
診
療
所
＝
伊
藤
幸
智
子
・
齊
藤

京
子

 

■
産
業
部

産
業
部
長

九
嶋
巧（
農
林
課
長
）

▽
農
林
課
／
課
長
＝
工
藤
清
隆（
森
吉
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
長
）／
農
業
振
興
係
＝

鈴
木
政
行
・
高
橋
晃
／
林
業
振
興
係
＝
杉

渕
拓
弥（
上
下
水
道
課
）

▽
商
工
観
光
課
／
商
工
労
働
係
＝
☆
米
澤

田
茂（
総
合
政
策
課
）／
観
光
振
興
係
＝
三

澤
真
人・片
岡
洋
一
・永
坂
洋
男

 

■
建
設
部

建
設
部
長

中
嶋
健
文（
税
務
課
長
）

▽
都
市
計
画
課
／
都
市
計
画
住
宅
係
＝
高

橋
将
智

▽
建
設
課
／
課
長
＝
近
藤
豊（
合
川
総
合

窓
口
セ
ン
タ
ー
長
）

管
理
係
＝
☆
中
林
藤
洋（
建
設
課
）・
後
藤

政
人
／
工
務
係
＝
☆
西
根
弘
樹（
建
設

課
）・
日
下
部
公
信・
川
口
慎
也
・白
渡
恭
兵

▽
上
下
水
道
課
／
課
長
＝
柴
田
孝
博（
上

下
水
道
課
）／
業
務
係
＝
宮
野
知
子
・
岸
野

泰
晴
／
水
道
係
＝
☆
畠
山
孝
秀（
上
下
水

道
課
）・
久
留
嶋
喜
経・
小
塚
篤
史

 

■
会
計

会
計
管
理
者

寺
田
茂
信

（
健
康
福
祉
部
長
）

 

■
議
会
事
務
局

議
会
事
務
局
長

田
村
義
明

（
会
計
管
理
者
）

 

■
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
次
長

長
崎
幸
雄（
建
設
課
長
）

▽
総
務
課
／
総
務
係
＝
佐
藤
ま
ゆ
み
・
石

崎
真
康
／
も
り
よ
し
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

＝
越
前
谷
聖
子

▽
学
校
教
育
課
／
合
川
小
学
校
＝
原
田

里
美
／
前
田
小
学
校
＝
工
藤
孝
清

▽
生
涯
学
習
課
／
生
涯
学
習
係
＝
☆
三
浦

仁
作（
生
涯
学
習
課
）・
杉
渕
亜
希
／
合
川

公
民
館
＝
戸
嶋
拓
志
／
文
化
係
＝
☆
石
崎

正
則（
上
下
水
道
課
）・細
田
昌
史

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
／
課
長
＝
福
田
公
人

（
建
設
課
）／
ス
ポ
ー
ツ
係
＝
成
田
章
子

 

■
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☆
藤
野
義
則（
税
務
課
）

 

■
監
査
委
員
事
務
局

　
☆
宮
腰
正
樹（
商
工
観
光
課
）

 

■
消
防
本
部

消
防
次
長
兼
署
長
＝
中
嶋
誠（
警
防
課
長
）

▽
総
務
課
／
課
長
＝
佐
藤
誠（
上
下
水
道

課
長
）・
☆
高
橋
憲
二（
阿
仁
分
署
）・
新
田

あ
さ
み

▽
警
防
課
／
課
長
＝
田
中
正（
上
小
阿
仁

分
署
）

▽
北
秋
田
市
消
防
署
／
佐
藤
嘉
孝
・
畠
山

充
・
明
石
知
也
・
田
中
宏
和
・
津
谷
崇
明
・
高

橋
拓
人・
三
沢
慶
太

▽
森
吉
分
署
／
分
署
長
＝
☆
木
村
誠
一

（
消
防
総
務
課
）・
近
藤
高
広
・
松
井
信
人
・

鈴
木
博
喜・
佐
藤
光
世・藤
嶋
梢
平

▽
合
川
分
署
／
分
署
長
＝
☆
木
村
喜
春

（
警
防
課
）・
小
坂
友
行
・
清
水
健
吾
・
佐
藤

純
・櫻
田
敬
大・若
松
健
太
郎・山
岡
陽
平

▽
阿
仁
分
署
／
分
署
長
＝
☆
小
塚
儀
彦

（
上
小
阿
仁
分
署
）・
米
沢
隆
広
・
庄
司
満

久
・
佐
藤
伸
秋
・
金
誠
治
・
中
嶋
健
太
・
松
橋

皇
成

▽
上
小
阿
仁
分
署
／
分
署
長
＝
☆
小
林
喜

博（
合
川
分
署
）・
千
葉
隆
人
・
五
十
嵐
高

次・神
成
雄
介

 

■
新
規
採
用
職
員　
　
〈 

〉は
配
属
先

▽
市
長
部
局
及
び
教
育
委
員
会
部
局

中
島
勝〈
総
務
係
〉／
永
井
公
也〈
内
陸
線

再
生
支
援
室
〉／
杉
沢
朋
映〈
市
税
係
〉／

吉
田
志
帆〈
国
保
年
金
係
〉／
澤
藤
健
斗

〈
地
域
障
が
い
福
祉
係
〉／
吉
田
亜
希
子

〈
こ
ど
も
福
祉
係
〉／
奈
良
田
和
真〈
介
護

保
険
係
〉／
成
田
陽
香〈
健
康
推
進
係
〉／

三
浦
雄
大〈
観
光
振
興
係
〉／
桜
庭
遼
平

〈
義
務
教
育
係
〉／
高
橋
幸
希〈
生
涯
学
習

係
〉

▽
消
防
本
部（
消
防
吏
員
）

大
川
翔
平〈
北
秋
田
市
消
防
署
〉／
佐
藤
友

希〈
北
秋
田
市
消
防
署
〉／
石
川
功
太〈
北

秋
田
市
消
防
署
〉

 

■
再
任
用　
　
〈 

〉は
配
属
先

工
藤
健
寿〈
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
〉／

田
崎
美
規
子〈
あ
い
か
わ
保
育
園
〉／
戸
嶋

哲
行〈
阿
仁
診
療
所
〉／
成
田
忠
男〈
消
防

総
務
課
〉／
武
石
博〈
消
防
総
務
課
〉

 

■
退
職
者（
３
月
31
日
付
）

宮
野
悦
朗（
市
民
生
活
部
長
）／
仲
谷
茂
好

（
建
設
部
長
）／
土
濃
塚
廣
孝（
議
会
事
務

局
長
）／
津
谷
憲
司（
教
育
次
長
）／
伊
多

波
清
一（
税
務
課
主
幹
）／
工
藤
健
寿（
合

川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
参
事
）／
戸
嶋
哲

行（
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
長
）／
中
嶋

せ
い
子（
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
参
事
）

／
田
崎
美
規
子（
前
田
保
育
園
主
幹
）／
松

橋
多
美
子（
阿
仁
合
保
育
園
主
幹
）／
春
日

冨
二
子（
高
齢
福
祉
課
主
幹
）／
佐
藤
和
枝

（
医
療
健
康
課
参
事
）／
藤
岡
洋
子（
医
療

健
康
課
参
事
）／
村
上
洋
一（
建
設
課
主

幹
）／
成
田
忠
男（
消
防
次
長
）／
佐
藤
一

博（
消
防
総
務
課
長
）／
藤
島
恵
子（
消
防

総
務
課
参
事
）／
武
石
博（
森
吉
分
署
長
）

／
泉
映
子（
学
校
教
育
課
校
務
員
）／
佐
藤

ち
な
子（
学
校
教
育
課
校
務
員
）／
三
浦
純

子（
生
涯
学
習
課
参
事
）／
中
嶋
正
広（
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
主
幹
）

（
再
任
用
退
職
）

九
島
吉
成（
ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
）／
柴
田
幸
一（
前
田
出
張
所
）／
熊

谷
節
子（
あ
い
か
わ
保
育
園
）／
松
橋
正
弘

（
消
防
総
務
課
）／
中
林
三
千
夫（
生
涯
学

習
係
）
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■公民館
中央公民館　☎６２‐１１３０
【ロビー展】綴子公民館和飾り講座
▼４/20（月）母と子のわくわく広
場＝10：00～11：30
森吉公民館　☎７２‐３２５９
【サロン展】よくばり手づくり講座
作品展
合川公民館　☎７８‐２１１４
【特別展】焼締作品展（陶芸）（４/11
～４/23）
阿仁公民館　☎８２‐２２２０
【ロビー展】絵手紙
■文化会館　☎６２‐３３１１
▼４/４（土）第39回三澤由美子音
楽教室発表会＝13：30～　入場無料
■スポーツ　☎６２‐３８００
▼４/18（土）・19（日）大北中学校春
季総体バスケットボール大会＝鷹
巣体育館
▼４/18（土）・19（日）大北中学校春
季総体野球大会（１･２日目）＝中央
公園野球場
▼４/25（土）大北中学校春季総体野
球大会（３日目）＝中央公園野球場
▼４/26（日）第54回全県選抜高等
学校柔道大会・第18回全県選抜高
等学校女子柔道大会＝森吉総合ス
ポーツセンター
▼４/29（水）北秋田小学校野球交
流戦＝中央公園野球場

秋田県の通常レベルを超える
数値は観測されていません。

（単位：マイクロシーベルト毎時）
※県の通常レベルは0.022～0.086

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.05
0.03
0.03
0.05
0.03
0.03
0.04

測定結果

市内環境放射線量測定結果市内環境放射線量測定結果

　　　　生活課環境係　☎62-1110問　　生活課地域推進係　☎62̶6628問

　

母
子
健
康
手
帳
交
付

期
日　
４
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

　
　
　
※
い
ず
れ
も
月
曜
日

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
終
了
ま
で
30
分
程
か
か
り
ま
す

※
交
付
日
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、必
ず

電
話
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い

　

４
月
の
乳
児
健
診
・
相
談

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、ア
ン
ケ
ー

ト
、バ
ス
タ
オ
ル

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
４
月
22
日（
水
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
26
年
12
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　
期
日　
４
月
22
日（
水
）

　
受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

　
対
象　
平
成
26
年
９
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
４
月
16
日（
木
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
26
年
６
月
生
ま
れ
の
子

　

産
後
の
健
診
等
に
助
成
し
ま
す

４
月
か
ら
産
後
１
か
月
健
診
、母
乳
育

児
相
談
外
来（
３
回
、産
後
６
か
月
ま
で
）

に
助
成
し
ま
す
。４
月
以
降
受
診
予
定
の

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座（
妊
娠
中
期
）

期
日　
４
月
23
日（
木
）

時
間　
18
時
〜
20
時
15
分

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
８
月
〜
10
月
出
産
予
定
の
方
と
家
族

内
容　
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
の
調
理
実
習

や
試
食
な
ど

申
込
締
切　

４
月
16
日（
木
）

　
子
育
て
サ
ー
ク
ル「
に
じ
い
ろ
リ
ボ
ン
」

期
日　
５
月
１
日（
金
）

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
未
入
園
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　
手
遊
び
、絵
本
読
み
聞
か
せ
、自
由

遊
び
な
ど

※
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　

こ
こ
ろ
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
で
も
飲
ん
で
話
し
を
し
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
サ
ロ
ン「
お
茶
っ
こ
」

会
場　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
４
月
９
日（
木
）10
時
〜
14
時

▽
サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」

会
場　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
４
月
17
日（
金
）10
時
〜
14
時

▽
サ
ロ
ン「
あ
ん
ず
」

　

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
れ
も

ん
の
会
」の
皆
さ
ん
が
対
応
し
ま
す
。

会
場　
市
交
流
セ
ン
タ
ー

日
時　
毎
週
金
曜
日
11
時
〜
14
時

健
康 　
　

 

医
療
健
康
課 

☎
62‐

６
６
６
６

申
問

　

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

期
日　
４
月
24
日（
金
）

場
所　
市
交
流
セ
ン
タ
ー

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

内
容　
心
理
専
門
員
が
個
別
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
う
え
、直
接
会
場
に
お
い

で
く
だ
さ
い

　

精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健

　

相
談
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

期
日　
４
月
16
日（
木
）

時
間　
15
時
30
分
〜
17
時

受
付　
15
時
〜

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

　
　
北
秋
田
保
健
所　
☎
62‐
１
１
６
５

献
血
日
程

献
血
日
程

■
４
月
16
日（
木
）全
血 

新
東
北
メ
タ
ル（
株
）

10
時
〜
12
時
30
分

県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校

14
時
〜
16
時
30
分

い
と
く
鷹
巣
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

①
10
時
〜
12
時　
②
13
時
〜
16
時

■
４
月
26
日（
日
）ふ
れ
あ
い
献
血

問

河田杯マラソン河田杯マラソン河田杯マラソン河田杯マラソン第53回

大館北秋田ロードレース大会

　　  　　  鷹巣体育館　☎62-3800申問

日時　４月18日（土）　10：00～　
　　　選手受付（８：00～８：45）
会場　受付・開会式　中央公民館
　　　スタート・ゴール　市役所前
参加費　小・中・高校生　500円
　　　　一般・壮年　　 1000円
申込締切　４月７日（火）

種目
　▽小学校５・６年（男女）1.5km
  　※４年生でも参加可能
　▽中学校（男）5.0km（女）3.0km
　▽高校（男）10.0km（女）5.0km
　▽一般（男）[29歳以下]10.0km
　▽壮年（男）[30～39歳]10.0km
　▽壮年（男）[40歳以上]5.0km
　▽一般女子3.0km

　　　　医療健康課　☎62-6666問

　健（検）診の案内及び受診票を各世帯に郵送
します。封筒には、ご家族全員分の案内が
入っていますので、必ず確認してください。
　がん検診の無料クーポンは、対象の方へ配
布します。

　今年度も市民病院・秋田県総合保健事業団
でのドックを実施します。

　健康で心豊かな暮らしを実現するために、
生活習慣の改善や疾病の早期発見、早期治療
を心掛けましょう。

　　
健
康
に
関
す
る
年
間
行
事
な
ど
に
つ
い

て
は
、
広
報
き
た
あ
き
た
４
月
号
と
一
緒

に
配
布
す
る
「
平
成
27
年
度
健
康
ガ
イ

ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４月15日から
　健(検)診がスタートします

を受けましょうを受けましょう特定健診・が
ん検診

特定健診・が
ん検診

加入申込み
人数分の掛金を添えて次の窓口で申込みください。なお、金融機関
での取扱い期間は７月 31日までです。
　▽生活課、各窓口センター、各出張所（通年）
　▼秋田銀行、北都銀行、郵便局、ＪＡ秋田北央（７月31日まで）
詳しくは各窓口に備えつけのパンフレットをご覧ください

入院１日につき
通院１日につき
死亡
後遺障害

2000円
800円
100万円

50万～100万円

交
通
災
害
共
済

年間掛金（１人） ４００円
共済金内容

入院１日につき
通院
死亡
後遺障害

1100円
対象外
60万円

50万～60万円

不
慮
の
災
害
共
済

年間掛金（１人） ６００円
共済金内容

傷害による入院及び通院は
最低保証15000円～最高20万円
※通院１日でも請求できます。

傷害による入院は
最低保証15000円～最高11万円
※入院１日でも請求できます。

交通災害共済・不慮の災害共済 加入受付中
平成27年度

空間線量調査（３月 16日測定）空間線量調査（３月 16日測定）
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お
知
ら
せ

申
問

　　河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

　
河
川
の
監
視
体
制
の
強
化
と
河
川
愛
護

思
想
の
普
及
啓
蒙
を
目
的
に
、
27
年
度
の

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容

　日
常
生
活
の
範
囲
で
知
り
得

た
米
代
川
に
関
す
る
地
域
住
民
か
ら
の
情

報
提
供
及
び
河
川
に
つ
い
て
異
常
を
発
見

し
た
場
合
の
通
報
な
ど

活
動
範
囲

　米
代
川（
モ
ニ
タ
ー
に
な
ら

れ
る
方
の
自
宅
周
辺
）

応
募
資
格

　河
川
に
接
す
る
機
会
が
多
い

満
20
歳
以
上
の
健
康
な
方

募
集
人
員

　１
人

任
期

　平
成
27
年
７
月
１
日
か
ら
１
年
間

報
酬

　月
額
４
５
０
０
円
程
度

応
募
期
限

　５
月
８
日（
金
）

　
　
　
能
代
河
川
国
道
事
務
所
河
川
管
理
課

　
　
　
　
　☎
０
１
８
５‐
70‐
１
２
４
６

　秋
田
県
司
法
書
士
会

　無
料
相
談
会

日
時　

４
月
15
日（
水
）14
時
〜
16
時

場
所　
大
館
市
北
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容　
不
動
産
・
会
社
・
法
人
の
登

記
／
多
重
債
務
／
成
年
後
見　
な
ど

相
談
方
法　
面
談
に
よ
る
相
談

予
約
締
切　

４
月
10
日（
金
）15
時

　
※
先
着
順
に
８
件
で
締
め
切
り
ま
す

　（予
約
）☎
０
１
８‐
８
２
４‐
０
０
５
５

　
　
秋
田
県
司
法
書
士
会

　
　
　
☎
０
１
８‐
８
２
４‐
０
１
８
７

　秋
田
財
務
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

〇
多
重
債
務
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　
自
ら
の
収
入
で
は
返
済
し
き
れ
な
い
ほ

ど
の
借
金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々
か
ら

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
者
が
抱
え
る
借
金
の
状
況
を
お
聞

き
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護

士
・
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ

を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

〇
金
融
犯
罪
被
害
防
止
等
の
為
の
出
前
講
座

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
各
種
団

体
の
会
合
な
ど
に
伺
い
、
金
融
犯
罪
被
害

等
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
日
頃
か

ら
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
内
容
な
ど
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講
座
メ
ニ
ュ
ー

▽
未
公
開
株
や
フ
ァ
ン
ド
な
ど
を
騙
る
怪

し
い
投
資
勧
誘
に
ご
用
心

▽
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
、
ヤ

ミ
金
融
な
ど
の
手
口
と
対
策

▽
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に　
な
ど

【
共
通
事
項
】

相
談
窓
口　
秋
田
財
務
事
務
所
理
財
課

　
　
　
　
　
（
秋
田
第
二
合
同
庁
舎
３
階
）

受
付
時
間　
８
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　
　
　
　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

専
用
電
話　
０
１
８‐
８
６
２‐
４
１
９
６

　
　
財
務
省
東
北
財
務
局

　
　
秋
田
財
務
事
務
所
理
財
課

　
　
　
☎
０
１
８‐
８
６
２‐
４
１
９
３

①65歳以上で定期予防接種該当者以外の方
②１回目の接種から５年以上経過し、医師が再接
種を必要と認めた方（予約時に１回目の接種日を
お伝えください）
※市内の医療機関で接種した場合のみ助成対象で
す。

任意予防接種
（接種希望者と医師との相談により
受けることのできる予防接種）

高齢者肺炎球菌予防接種のお知らせ

①次の期間中に生まれた方
　〇昭和25年４月２日～昭和26年４月１日
　〇昭和20年４月２日～昭和21年４月１日
　〇昭和15年４月２日～昭和16年４月１日
　〇昭和10年４月２日～昭和11年４月１日
　〇昭和５年４月２日～昭和６年４月１日
　〇大正14年４月２日～大正15年（昭和元年）４月１日
　〇大正９年４月２日～大正10年４月１日
　〇大正４年４月２日～大正５年４月１日

②60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器の機
能等に１級程度の障がいを有する方（対象者には
事前に「対象者証」を送付します）
※県内の医療機関で接種した場合のみ助成対象で
す。

定期予防接種
（国が法律で認めた予防接種）

　市では65歳以上で市内在住の方の肺炎球菌予防接種費用の一部を助成しています。平成27年度の定期
予防接種に該当する方は、県内医療機関にて接種した場合に、助成の対象になります。定期予防接種に該
当しない方（任意予防接種）は、北秋田市内の医療機関で接種した場合のみ、助成の対象になります。なお、
定期予防接種、任意予防接種ともに５年以内に接種を受けたことがある方は、助成の対象になりません。
　　　　　　平成27年４月１日～平成28年３月31日
　　　　　　１人3000円（65歳以上で生活保護受給の方は無料）
　　　　　　※各医療機関の接種料金から助成額を差し引いた金額を医療機関にお支払いください。
　　　　　　健康保険証（生活保護受給の方は受給者証）、定期予防接種②に該当する方は「対象者証」

【実施期間】
【助 成 額】

【持 ち 物】

　　医療健康課　☎62-6666問問

金
融
犯
罪
被
害
防
止
等
の
為
の
出
前
講
座

金
融
犯
罪
被
害
防
止
等
の
為
の
出
前
講
座

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
各
種
団

体
の
会
合
な
ど
に
伺
い
、
金
融
犯
罪
被
害

等
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
日
頃
か

ら
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
内
容
な
ど
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
お
気
軽
に

▽
未
公
開
株
や
フ
ァ
ン
ド
な
ど
を
騙
る
怪

▽
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
、
ヤ

▽
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に　
な
ど

　
　
　
　
　
（
秋
田
第
二
合
同
庁
舎
３
階
）

４
１
９
６

４
１
９
３

201520152015

日　　時
場　　所
参加対象
参加方法
　　　　　
報告方法

今年の対戦相手

チャレンジデーとは　
　毎年５月の最終水曜日（今年は５月27日）に、実施される住民参加型のスポーツイベントです。人口規
模がほぼ同じ自治体同士で、午前０時から午後９時までに市内で 15分以上継続して体を動かした人の「参
加率」を競い合います。負けた市は相手の市旗を１週間庁舎に掲げるという、ユニークなルールです。
　今年は、全国の 130自治体、県内の全 25自治体が参加します。北秋田市は３回目の参加です。

大分県 杵築市
きつき

人口　30,944 人
面積　280.01 ㎢

　杵築市は、大分県の北東
部に位置し、緑豊かな山間
部と別府湾・伊予灘を望む
海岸地域を併せ持つ自然風
土に恵まれたところです。

参加率
参加率（％）＝　　　　　×100

参加者
市の人口

 北秋田市の人口34，716人（平成27年
２月１日時点）の50％は17，358人です。
　参加率に応じて各メダル認定証が市
に贈られます。（昨年は銀メダル）

福岡県

熊本県

宮崎県

大分県

杵築市

チャレンジデー初参加！

金メダル　参加率50％以上
銀メダル　参加率29％～50％未満
銅メダル　参加率29％未満

　 ５月27日(水)　午前０時～午後９時
　　　　　　北秋田市内であればどこでも
　　　　　　通勤・通学者、観光客など市内にいる方ならどなたでも
　　　　　　15分以上継続して体を動かして（買い物や掃除、散歩などでもＯＫ）、報告をするだけ
　　　　　　チャレンジデーに参加していると思って、体を動かしたら報告しましょう（事前でもＯＫ）
　　　　　　参加（事前）報告書に名前を記入して、20日から 27日までの間に回収箱に入れてください
　　　　　　報告書は、広報５月号と一緒に配布するほか、市役所・各総合窓口センター・各体育館・各
　　　　　　公民館等にも報告書と回収箱を設置します

Ｌｅｔ’s　Ｔｒｙ 
15min

　　鷹巣体育館　☎62-3800問問
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祈
年
祭
は
、
全
国
の
神
社
で
行
わ
れ
る
伝
統
儀
式
で
す

春
に
な
る
と
山
の
神
が
山
か
ら
降
り
て
き
て
田
の
神
と
な
り
、
五
穀
豊
穣
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

お
知
ら
せ

申
問

　

平
成
27
年
度
夏
休
み
海
外
研
修
交

　

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
募
集

　
海
外
で
の
体
験
を
通
し
て
、
国
際
性
を

養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

文
化
交
流
、
学
校
体
験
な
ど

派
遣
先　
米
国
、
英
国
、
豪
州
、
カ
ナ
ダ
、

フ
ィ
ジ
ー
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
等

対
象　
小
３
か
ら
高
３
ま
で
の
児
童
生
徒

日
程　
７
月
23
日（
木
）〜
８
月
16
日（
日
）

参
加
費　
25
万
円
〜
69
万
円

申
込
締
切　
５
月
26
日
及
び
６
月
８
日　

※
対
象
・
日
程
・
参
加
費
は
コ
ー
ス
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す

説
明
会　
５
月
10
日（
日
）に
青
森
市
と
仙

台
市
で
行
い
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　
　
☎
０
３‐
６
４
１
７‐
９
７
２
１

　

第
13
回
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

　

大
会
参
加
者
募
集

期
日　
８
月
29
日（
土
）

競
技
種
目　
水
泳
／
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
／
一

般
卓
球
／
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
／

バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
精
神
障
害
）

期
日　
９
月
12
日（
土
）

競
技
種
目　
陸
上
競
技
／
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
／
ボ
ウ
リ
ン
グ

申
込
書
配
布　

４
月
27
日
か
ら
市
町
村
の

障
が
い
福
祉
担
当
課
で
要
綱
や
申
込
関
係

書
類
の
配
布
を
開
始
し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
日
に
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
締
切　
５
月
29
日（
金
）

　
　
　
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
　
　
☎
０
１
８‐
８
６
４‐
２
７
５
０

※実施日、時間は地区によって異なる場合
がありますので、事前に地区の自治（町内）
会長にご確認ください

４月19日（日）

春のクリーンアップ春のクリーンアップ

◆時間　早朝１時間程度◆時間　早朝１時間程度

　　生活課環境係　☎62̶1110
　　　又は各総合窓口センター
問

　

平
成
27
年
度
東
北
地
区
国
立
大
学

　

法
人
等
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
の
た
め
の

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
場
所　
秋
田
大
学
／
弘
前
大
学
／

岩
手
大
学
／
東
北
大
学
／
山
形
大
学
／

福
島
大
学

会
場　
秋
田
大
学
手
形
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
大
学
会
館
１
階
新
食
堂

期
日　
５
月
21
日（
木
）

時
間　
16
時
30
分
〜
18
時
30
分

内
容　
職
員
採
用
試
験
の
概
要
に
つ
い
て

※
参
加
申
込
み
は
４
月
13
日（
月
）９
時
か

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
に
よ

り
行
っ
て
く
だ
さ
い

http://w
w
w
.bureau.tohoku.ac.jp/shiken

　
　
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採

用
試
験
事
務
室

　
　
　
☎
０
２
２‐
２
１
７‐
５
６
７
６

　　森吉山阿仁スキー場　☎82-3311　
　　　ホームページhttp://www.aniski.jp/
　　森吉山阿仁スキー場　☎82-3311　
　　　ホームページhttp://www.aniski.jp/※天候・積雪状況により中止になる場合があります

春
に
な
る
と
山
の
神
が
山
か
ら
降
り
て
き
て
田
の
神
と
な
り
、
五
穀
豊
穣
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す ９

時
か

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
に
よ

http://w
w
w
.bureau.tohoku.ac.jp/shiken

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採

５
６
７
６

ピステンツアー
３月30日～４月24日

キャビン付圧雪車で春の森吉山へ !!

往復料金
片道料金
催行人数
申 込 み

大人　2000円／子ども　1000円
大人　1800円／子ども　 800円
３人以上（キャビン定員15人）
乗車３日前までに予約してください

第１便
第２便
第３便

９：10／９：30
11：10／11：30
13：40／14：00

樹氷平
10：10
12：10
14：40

駐車場
８：30
10：30
13：00

駐車場

～スキー場エリア外へ入山される方へ～
　事前にゴンドラ山麓駅舎へ「登山届」
を提出してください。滑走登山に関して
は安全確保に十分ご留意の上、全て自己
責任でお願いします。

４月25日～
　５月６日

東
北
地
区
国
立
大
学

東
北
地
区
国
立
大
学

国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
の
た
め
の

　
秋
田
大
学
／
弘
前
大
学
／

岩
手
大
学
／
東
北
大
学
／
山
形
大
学
／

職
員
採
用
試
験
の
概
要
に
つ
い
て

９
時
か

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
に
よ

４月25日～４月25日～４月25日～４月25日～
　５月６日　５月６日　５月６日　５月６日

春スキー営業

滑走可能コース
サンシャインコース

回
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

回
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

水
泳
／
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
／
一

般
卓
球
／
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
／

陸
上
競
技
／
フ
ラ
イ
ン
グ

日
か
ら
市
町
村
の

障
が
い
福
祉
担
当
課
で
要
綱
や
申
込
関
係

ま
た
、
同
日
に
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　　　又は各総合窓口センター

　

【お問い合わせ・お申込み】
　商工観光課観光振興係　☎72-5243　  72-3226　
　　Ｅメール kankou@city.kitaakita.akita.jp

集 合

月　日
憲法記念日

月月月 日日日
憲法記念日憲法記念日憲法記念日憲法記念日憲法記念日憲法記念日５ ３ （　）日

集 合集 合

８時 30分・旧森吉スキー場

期 日

　
　 ４月17日（金）までに
　
　住所・氏名・年齢・電話番号を４月17日（金）までに
お知らせください
　
　▽車は旧森吉スキー場へ停めてください
　▽雨天中止（小雨決行）※当日現地で決定します
　▽昼食や飲み物、雨具等は各自で準備してください

■申込み

　
■注意事項

■申込み

　
■注意事項

　

障
害
者
手
帳
の
カ
バ
ー
が

　

４
月
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す

　
秋
田
県
が
発
行
し
て
い
る
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
の
カ
バ
ー
の
色
が
平
成
27
年
４
月

交
付
分
か
ら
赤
色
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
手
帳
は
、
今
ま

で
と
変
わ
り
な
く
使
用
で
き
ま
す
。
新
し

い
カ
バ
ー
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
窓
口
で

再
交
付
申
請
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
カ
バ
ー
の
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62‐
６
６
３
７

　全市一斉「春のクリーンアップ」を実施
します。美しく住みよい街づくりのため、
市民総参加による環境美化運動にご協力を
お願いします。なお、秋田県では平成14
年から４月を「あきた・クリーン強調月間」
と定め、雪解け時期における身近な地域の
クリーンアップを呼びかけています。
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【現地案内】　募集期間内に住宅をご案内します。
希望日の前日までに電話でお申し込みください。

　　都市計画課都市計画住宅係　☎72̶5246問

【募集戸数】　①、②･･･１戸、③･･･４戸
①林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89-1★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額9,700～19,100円
トイレ：水洗　給湯:無　浴室：浴槽無
②米内沢駅前団地･･･米内沢字上野102-5★
木造２階１戸建３ＬＤＫ　月額50,000～70,000円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
③サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ　月額41,100円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有　
（共益費800円、駐車場使用料１台につき3,000円）
※★印の住宅は単身入居できません

【入居資格】
○収入基準を満たすこと
○住宅に困窮していることが明らかなこと
○市税等を滞納していないこと
【入居資格】 世帯人員数、所得等に応じて決定します
【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【募集期間】　
第１回　４月１日（水）～６日（月） 
第２回　４月10日（金）～15日（水）※土日除く
※第２回の募集住戸については、４月８日以降にお
問い合わせください
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川
総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

北秋田市消防本部からのお知らせ

　　消防本部　☎62̶1119

　北秋田市消防本部及び消防団では、火災予防運動
週間中に活動の一環として次の行事を行います。
　４月５日（日）
▽各地区消防団による一斉放水訓練
　鷹巣地区＝鷹巣中央公園堤（７：00～）
　阿仁地区＝湯口内地区（７：30～）
　合川地区＝上杉農村運動公園（８：30～）
　森吉地区＝米内沢橋下（９：00～）
▽女性消防団・消防本部による火災予防啓発活動
　女性消防団＝いとくたかのすショッピングセンター
　消防本部＝イオンタウン鷹巣
▽各地区消防団による巡回広報及びチラシ配布
　期間中
▽防火サイレンの吹鳴▽消防車両による巡回広報

消防団員募集 ～自分たちのまちは、自分たちで守る～
　市民の安全・安心を守るため、消防団員として活
動してくださる方をお待ちしています。
　また、きめ細かさを生かした火災予防や地域防災
などの広報・啓発活動を中心に行なう女性消防団員
も募集しています。
入団資格　年齢18歳以上で北秋田市在住の健康な
男性と女性
処遇等　年額報酬・出勤手当等の支給、福利厚生
（公務災害補償、退職報償金）、被服の貸与

春の火災予防運動週間４月５日～11日

『もういいかい 火を消すまでは まあだだよ』

期間　４月１日～６月１日　※土日祝祭日を除く
時間　８：30～17：15
場所　税務課、各総合窓口センター
対象　市内に所在する土地、家屋の固定資産税の納
　　　税義務者及び納税管理人、又はその代理人
必要な物　印鑑、本人確認書類、委任状
　　　　　※委任状は代理人の場合のみ

　　税務課市税係　☎62̶1116

市営住宅入居者募集

　市ホームページに掲載する広告（バナー広告）を
募集しています。
■掲載ページ位置・バナーサイズ
　トップページ下部・160×55ピクセル
■掲載料
　3,000円／月（申込期間に応じて割引制度あり）
■申込方法
　市ホームページをご覧いただき、広告掲載要領等
をご確認の上、お申込みください

バナー広告バナー広告 募集中募集中

　　総合政策課広報係　☎62̶6608

土地・家屋価格等
　縦覧帳簿の縦覧ができます
土地・家屋価格等
　縦覧帳簿の縦覧ができます

お
知
ら
せ

　

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

○
道
路
維
持
作
業
員

勤
務
地　
鷹
巣
及
び
森
吉
地
区

採
用
人
員　
各
地
区
１
人（
年
齢
不
問
）

必
要
な
免
許
・
資
格　
中
型
免
許
以
上
／

大
型
特
殊
免
許
／
車
両
系
建
設
機
械
運
転

資
格

雇
用
期
間　
平
成
27
年
５
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
平
成
27
年
９
月
30
日

　
　
　
　
　
※
更
新
す
る
場
合
あ
り

就
業
形
態　
週
休
二
日
制

　
（
勤
務
時
間
）８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
時
間
外
）あ
り

賃
金
形
態　
日
給
制（
毎
月
10
日
支
払
）

　
（
賃
金
額
）日
額
１
０
，０
０
０
円

　
（
賞
与
）な
し
／（
時
間
外
手
当
）あ
り
／

　
（
通
勤
手
当
）あ
り

募
集
期
間　

４
月
１
日（
水
）〜
10
日（
金
）

　
　
　
　
　
17
時
15
分
ま
で

提
出
書
類　
履
歴
書（
写
真
添
付
）／
資
格

証
・
免
許
証
の
写
し

※
履
歴
書
の
余
白
に
希
望
勤
務
地
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
場
所　
総
務
課（
本
庁
舎
）又
は
建
設

課（
森
吉
庁
舎
）

面
接
日
時　

４
月
15
日（
水
）10
時
〜

面
接
会
場　
森
吉
庁
舎　
第
一
会
議
室

採
否
決
定　
面
接
日
か
ら
７
日
後

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
建
設
課
管
理
係　
☎
72‐
３
１
１
６

　
　求
職
者
向
け
職
業
訓
練
生
の
募
集

期
間

　６
月
12
日
〜
12
月
25
日

時
間

　９
時
20
分
〜
15
時
40
分

会
場

　ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田（
潟
上
市
）

訓
練
科（
定
員
）
　

▽
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
（
若
年
者
コ
ー
ス
20
人
）

募
集
期
間

　４
月
13
日
〜
５
月
11
日

受
講
料

　無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

応
募
資
格

　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込

を
さ
れ
て
い
る
方

　
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

☎
０
１
８‐

８
７
３‐

３
１
７
８

　国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　
人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
一
般

職
試
験（
高
卒
者
試
験
）を
実
施
し
ま
す
。

　
申
込
方
法
や
受
験
資
格
等
の
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

一
次
試
験

　９
月
６
日（
日
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間

　６
月
22
日（
月
）〜
７
月
１
日（
水
）

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
な
い
環
境
に

あ
る
場
合
は
事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

郵
送
・
持
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付
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間
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月
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日（
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）〜
６
月
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日（
水
）
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二
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☎
０
２
２‐

２
２
１‐

２
０
２
２

補助対象経費
30 万円以下
50万円以下
100 万円以下
100 万円越え

補助率
70％以内
60％以内
50％以内
45％以内

０円
３万円
８万円
13万円

加算額

市民提案型まちづくり事業補助金

　　　生活課地域推進係　☎62̶6628

〇応募締切
　１回目　４月21日（火）／２回目　５月25日（月）
　３回目　７月17日（金）／４回目　９月29日（火）
〇申請方法
　申込書に必要事項を記入し、地域推進係へ提出し
てください。申込書等は、各庁舎と各公民館へ備え
つけるほか、市のホームページにも掲載します。
　申込書の書き方もお気軽に問い合わせください。

問 申

○補助額（補助対象経費×補助率＋加算額）

募集を開始します募集を開始します
　
　
　今年も市では、自発的に地域課題の解決や地域振
興などに取り組む団体を応援します。

　「まちがこうなったらいいのになぁ」など、日頃
感じている思いを行動にしてみませんか。

　協会けんぽは、主に中小企業の従業員とその家族
約34万人（秋田支部）が加入している健康保険です。
医療費支出の増大や全国との医療費格差の拡大など
により、健康保険料率が平成27年５月納付分から
10.06％（現行10.02％）に引き上げとなります。
　なお、40歳から64歳までの方に対する介護保険料
率は1.58％（現行1.72％）に引き下げとなります。
　加入者の健康と医療を支え、安心して医療のサー
ビスなどを受けていただくためにも、これらのご負
担についてご理解をお願い申し上げます。

　　全国健康保険協会（協会けんぽ）秋田支部
　　☎018̶883̶1841
問

※任意継続被保険者の方は、事業主負担分も加わります。

健康保険料
月約 40円増
月約 60円増
月約 82円増

介護保険料
月約 140 円減
月約 210 円減
月約 287 円減

20万円
30万円
40万円

月収
（税引き前）

お勤めの方ご本人負担分（変化分）

　
協会けんぽの保険料率が変わります

５月納付分から
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総人口　34,680人（36人減）【152人（３人増）】
男　　16,197人（22人減）【 17人（１人増）】
女　　18,483人（14人減）【135人（２人増）】
出生　13人【０人】　 転入　 34人【４人】
死亡　50人【０人】　 転出　 33人【１人】
世帯数 14,291世帯（8世帯減）【146世帯】

人口と世帯数
※２月28日現在住民基本台帳による

※【　】は、うち外国人住民、（　）は前月比

869098877590855777938799
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▽休診日
　泌尿器科＝17日（金）、20日（月）
　形成外科＝８日（水）
▽４月以降の特殊外来
　腎内科・膠原病＝
　　毎週木曜日、第１水曜、第３金曜の午前
　血液内科＝
　　毎週木曜日、第２火曜、第４火曜の午後

北秋田市民病院北秋田市民病院４
月
の
休
館
日

■
鷹
巣
図
書
館　
☎
62‐

３
３
１
１

（
１
、８
、15
、19
、22
、29
日
）

■
森
吉
図
書
館　
☎
72‐

３
１
９
２

（
１
、８
、15
、22
、29
日
）

　

市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
２
月
》

▽
慶
弔
費　
２
万
５
０
０
０
円（
３
件
）

▽
会　
費　
４
万
５
０
０
０
円（
８
件
）

▽
そ
の
他　
　
　
７
２
２
８
円（
２
件
）

▽
合　
計　
７
万
７
２
２
８
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13
件
）
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で
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し
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ま
す

お
知
ら
せ

（ （（

休診日、受付時間等の変更のお知らせ休診日、受付時間等の変更のお知らせ

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する方です。
仕事や職場の都合で夜間診療を受ける場合は、診療
に応じかねます。
▼往診はしていません。年齢・病気の病状にかか
わらず事前に当番医へ電話等でご相談ください。

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

曜
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

電話番号
78－3161
63－2700
62－7001
63－0515
62－2261
60－1055
72－4501
62－1101
82－2351
62－7001
63－0105
62－1155
62－1146
62－1400
78－3161
69－7311
62－1101
60－1055
62－1146
63－0515
72－4501
62－1400
69－5300
62－1155
69－7311
63－2700
62－2261
63－0105
62－7001
82－2351

医 療 機 関 名
国民健康保険合川診療所
たむら内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
津 谷 内 科
う え だ ク リ ニ ッ ク
米 内 沢 診 療 所
盛 岡 外 科 医 院
阿 仁 診 療 所
北 秋 田 市 民 病 院
佐々木産婦人科医院
近 藤 医 院
奈 良 医 院
石川耳鼻咽喉科医院
国民健康保険合川診療所
児玉内科クリニック
盛 岡 外 科 医 院
う え だ ク リ ニ ッ ク
奈 良 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
米 内 沢 診 療 所
石川耳鼻咽喉科医院
毛利整形外科クリニック
近 藤 医 院
児玉内科クリニック
たむら内科クリニック
津 谷 内 科
佐々木産婦人科医院
北 秋 田 市 民 病 院
阿 仁 診 療 所

（診療時間 18：30～ 21：00）
夜間当番医（　）日程表夜間

診療

申問　　　総合政策課政策係　☎62̶6606

北秋田市奨学金返還支援制度

※「奨学金の初回返還日」又は「北秋田市へ転入した日」か
ら１か月以内に申請してください。助成金の交付を受けて５
年以内に転出された場合は、全額返還していただきます。

　市では、移住・定住施策の一環として、奨学金を受けて高
校・大学等に進学し、卒業した後に就職等で北秋田市に住ま
れる方が返還する奨学金の一部を助成します。

①平成27年度から平成31年度までの間に奨学金の返還を開
始した方（新卒者）、又は北秋田市外に１年以上居住していた
方で平成27年４月１日から平成32年３月31日までの間に北
秋田市に転入した45歳未満の方（ＵＩＪターン者）
②現に北秋田市に居住する被雇用者（勤務先は市外でも可）
又は市内で起業した方
③この助成金の交付決定を受けてから５年を超える期間、北
秋田市に居住する意思がある方
④申請年度の期間中に返還すべき奨学金を返還している方
⑤北秋田市に納付すべき税金や使用料等の滞納がない方
※詳しくは北秋田市奨学金返還支援助成金交付要綱をご確認ください

　次の区分ごとに、申請日が属する年度中に返還した奨学金
に助成率を乗じた金額（千円未満切捨）を助成します。

助成金額及び助成期間

　区　分
指定する国家資格取得者で、その資
格に基づく業務に従事している方
上記以外の方で就労している方

助成率

１/２

１/３

助成期間

最大５年間
（60回分）

対象者
　次の要件を全て満たす方が対象です。ただし、国及び地方
公共団体の職員となった方は除きます。

奨学金返還金の一部を市が助成します

ふ   

く   

た   

ろ   

う
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【お申込み・お問い合わせ】クウィンス森吉　☎60-7000　商工観光課商工労働係　☎72-3112

4 28月月 日日
火

ご家庭の自慢のバター餅を披露してみませんか。皆さんのご参加をお待ちします。

一般審査員　希望する方は、当日受付にお越しください（先着50人・無料）

分分30時時10
クウィンス森吉クウィンス森吉会 場

第４回

ご家庭の自慢のバター餅を披露してみませんか。皆さんのご参加をお待ちします。ご家庭の自慢のバター餅を披露してみませんか。皆さんのご参加をお待ちします。

第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回第４回

グランプリ

〇クラシカル部門…従来の伝統的なバター餅
〇アレンジ部門…しそなど他の食材を加えてアレンジしたバター餅
　の２部門に分けて審査を行います。
参加資格　販売用のバター餅を製造していない一般の方
申込方法　４月20日（月）までに「レシピ兼申込書」を下記へ提出
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